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ドキュ メン トの更新情報

このマニュアルの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが 新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP パスポートへの登録とサインインが必要です。 HP パスポート  ID の取得登録は、 次の Web
サイ トから行な う こ とができます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP パスポートのログイン ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 新版をご入手いただけます。 詳細については、 HP の営業

担当にお問い合わせください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェアサポート  オンライン Web サイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインではセルフソルブ機能を提供しています。 お客様の業務の管理に必要な対話型の技術支

援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ ト ウェアサポート  Web サイ トのサポート範囲は次のとおりです。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP パスポート  ユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ り ます。

また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP パスポート  ID を登録するには、 以下の Web サイ トにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 
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第 1 章　HP Operations Smart Plug-in for SAP の
概要
この章では、HP Operations Smart Plug-in for SAP (SPI for SAP) を理解するために必要な基本的な概念に

ついて、 その概要を説明し ます。 こ の項では、 SPI for SAP を HP Operations Manager (HPOM) for
Windows、その他の HP ソフ ト ウェア製品と統合する方法、および環境上の必要に合わせて SPI for SAP と
その他の HP ソフ ト ウェア製品をカスタマイズする方法を説明します。

SPI for SAP は、SAP NetWeaver を HPOM にリ ンクするソフ トウェア  パッ ケージです。 この一体化により 、

相互の情報を補完する統合ビューに、 SAP のパフォーマンス情報およびリ ソース特性全体を表示できます。

この統合によ り、SAP のパフォーマンス  データ と、オペレーティング システム、データベース、およびネッ

ト ワークのパフォーマンス  データを、 1 つの共通ツールおよび集中管理システムで相関的に把握できるよ う

にな り ました。 SAP のパフォーマンス  データを HPOM 環境に統合すれば、分散環境における根本的な問題

点を解決する上で役に立ちます。 さ らに、システムの 適化やサービス  レベルの監視が可能になり ます。 SPI
for SAP は、 分散 HPOM 環境で次のよ うなタスクを実行します。

• 迅速な問題解決のためのリ アルタイムなイベン ト  / 設定情報の収集。 この情報には便利なオンライン手

順書も含まれます。

• 潜在的な問題領域を検出し、 システムおよびイベン ト を追跡し続けるための、 SAP ノードの監視。

• システムのスループッ ト を確保し、 パフォーマンス上の根本的な問題を通知するためのパフォーマンス

データ収集。

• SAP フロン トエンドへの直接的な状況に応じたアクセス。

• SAP Computing Center Management System (CCMS) の補完および拡張。

• すべての SAP 管理ノードに関するイベン ト と動作の、 中央レポジ ト リへの保存。

• SAP 管理タスク  ルーチンの実行。

• SAP 環境とサービス  マップの統合。 SPI for SAP は、 管理ノードにインス トールされた SAP システム

のサービス  ビューを自動的に生成するポ リシーを含みます。
9



SPI for SAP SPI のコンポーネン ト

SPI for SAP コンポーネン トには、 ツールとポ リシーが含まれており、 これを使用して、 サービス問題警告、

メ ッセージ、 およびメ ト リ ッ ク  レポー ト の形式でデータを受け取るよ うに設定できます。 SPI for SAP の
サービス  マップ警告は HPOM のサービス  マップに表示され、SPI for SAP のメ ッセージと自動アクシ ョ ン

レポートは HPOM のメ ッセージ ブラウザに表示されます。

ツール

SPI for SAP を HPOM と共に使用するこ とによ り、 SAP システムを一元的に監視して管理できるツールが

提供されます。 SPI for SAP ツールでは、 特定の管理ノード上のサーバー インスタンスを選択し、 そのイン

スタンス と管理サーバーの接続を設定できます。 SPI for SAP ツールには、SPI for SAP を管理し操作するた

めのツールが含まれています。

以下に、 SPI for SAP ツールを示します。

• SAP R/3 管理: グローバル設定の SAP R/3 管理です。

• SAP R/3 NT: Windows 管理ノード用のツールです。 これは、UNIX ノード用のツールのサブセッ トです。

• SAP R/3 UN*X: UNIX 管理対象ノード用のツールです。 Windows ノードに対して使用できるものもあ

り ます。

ツールに関する詳細は、 「SPI for SAP ツールの使用」 (47 ページ) を参照してください。

ポリシー

SPI for SAP は、 SAP システムを監視するポ リシーで構成されます。 ポ リシーには、 着信データを事前定義

済みのルールに照らして評価するための設定が含まれています。 このルールによ り、 有益な情報を含むメ ッ

セージが生成されます。 メ ッセージは、 重要度レベルで色分けされて表示されます。 これらのメ ッセージを

調べて、 問題を分析し解決するこ とができます。 また、 特定のイベン トやしきい値の違反に対し、 修復アク

シ ョ ンが事前に定義されています。 この修復アクシ ョ ンは自動的に実行するこ と も、 オペレータが開始する

こ と もできます。 監視機能は、ツールのク リティカルなイベン トに関する警告を生成する機能と、アプリ ケー

シ ョ ン サーバーの重要なパフォーマンス  メ ト リ ッ クをログ記録する機能で構成されています。

SPI for SAP では、 次のポ リシー グループ/サブグループおよび設定ファイルが ja フォルダの下に作成され

ます。

• SAP NW Java Monitoring 7.0 

• SAP NW Java Monitoring 7.1 

• SAP R3 6.x/7.0AS/7.1kernel 

• SAP R3 6.xCI 

• SAP R3 7.0CI/7.1kernel 

ポ リシーに関する詳細は、 「SPI for SAP ポ リ シーの使用とカスタマイズ」 (51 ページ) を参照してください。

レポート

SPI for SAP レポートは Web ベースのレポート です。 HP Reporter (Reporter) がデフォル トのテンプレー

ト を使用して作成し、Web ブラウザを使用して表示します。 Reporter を使用する と、 スケジュールを設定し

て、 またはオンデマンドでレポート を要求できます。
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SPI for SAP サービス  レポー ト は HP Software Embedded Performance Component (CODA) または HP
Performance Agent から抽出されたデータを相関させます。 相関データを使用して、 短期、 中期、 長期の観

点からの IT 環境が表示され、Performance Manager が提供する詳細でリ アル タイムのグラフが付加された

レポート を生成できます。 このレポートは、 傾向分析に使用できます。 レポートに関する詳細は、 「SPI for
SAP と  HP Reporter との統合」 (101 ページ) を参照してください。

SPI for SAP の機能

SPI for SAP には、 SAP NetWeaver 管理ノード上の HP Operations エージェン ト を備えた集中問題管理環

境があ り ます。 HP Operations 集中管理サーバーを使用するこ とで、 管理上の労力が重複しないよ うにする

こ とができます。

サーバーのパフォーマンスと可用性の情報

可用性管理は、SAP NetWeaver 環境で何か問題が発生した場合にそれを通知します。 たとえば、ディ スクが

満杯になった場合や、主要なプロセスが予定よ り早く停止したり不適切な時間に開始されたよ うな場合です。

SPI for SAP と  HPOM が連携して、 このよ う な状況を SAP 管理者に警告します。 アラート  メ ッセージに

は、 次の情報が含まれています。

• 実行すべき修正アクシ ョ ンに関するアドバイス

• 管理者が開始できる定義済みアクシ ョ ン

• ク リ ティカルな状況が発生した場合の自動アクシ ョ ン (管理者への電子メール メ ッセージの送付など)

表示情報

しきい値を超える と、 SPI for SAP ポ リ シーはメ ッセージを生成します。 このメ ッセージは、 以下のよ うに

表示されます。

メ ッセージ ブラウザ内のメ ッセージ: HP Operations Agent ソフ ト ウェアは、SAP のパフォーマンスと可用

性について収集された値と、 その特定領域に関連する監視ポ リ シーを比較します。 適切な メ ッセージを

HPOM コンソールに転送します。 これらのメ ッセージは、 HPOM メ ッセージ ブラウザでは重要度レベルで

色分けされて表示されます。

指示文: SPI for SAP プログラムが生成したメ ッセージには、問題を分析し、解決するのに役立つ指示文が含

まれています。 イベン トに割り当てられている修復アクシ ョ ンを手動で実行するか、 自動で開始できます。

指示文は [ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウに表示されます。 テキス ト を表示するには、 メ ッセージを右

ク リ ッ ク して、 [プロパティ ] を選択し、 [指示文] タブを選択します。

メ ト リ ッ ク  レポート : メ ッセージによっては、 指示文に加えて自動アクシ ョ ン レポート も生成されます。 こ
のレポートには、 特定の SAP インスタンスの状態が示されます。 レポートが利用できる場合は、 [ メ ッセー

ジ プロパティ ] ウ ィンド ウの [注釈] タブをク リ ッ ク して表示できます。

HP Reporter を使用したレポートの生成

SPI for SAP を HP Reporter と統合し、 管理用の Web ベースのレポート を生成できます。 SPI for SAP レ
ポート  パッケージには、 このレポート を生成するためのポ リ シーが含まれています。 レポート  パッケージ

は、 Reporter の Windows システムにインス トール可能です。
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製品のインス トールと基本設定が完了する と、 デフォル ト で、 要約および統合されたデータのレポート が

Reporter によって毎晩生成されます。 このレポート を使用して、一定期間のシステムのパフォーマンスを評

価できます。

ポリシーおよびメ ト リ ッ クのカスタマイズ

SPI for SAP ポ リ シーはカスタマイズせずに使用するこ と も、 使用する環境に応じて変更するこ と もできま

す。 実行可能な変更とカスタマイズの一部を以下に示します。

• デフォルト  ポ リシーの変更: ポ リシー内で以下のデフォルト設定を変更できます。

— 収集間隔

— しきい値

— メ ッセージ テキス ト

— 期間

—  条件の重要度レベル

— 条件に割り当てられたアクシ ョ ン (自動またはオペレータによる )

• カスタム ポ リ シー グループの作成: デフォルトのポ リシーを土台と して、 カスタム ポ リシー グループ

を作成できます。 詳細については、「SPI for SAP ポ リシーの使用とカスタマイズ」 を参照してください。

• カスタム メ ト リ ッ クの作成: ユーザー独自のメ ト リ ッ ク  (ユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM)) を定義して、

SPI for SAP の監視機能を拡張できます。 UDM に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for
User Defined Metrics User Guide』 を参照してください。
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第 2 章　SPI for SAP のインストールおよび

アップグレード
この章では、 Smart Plug-in for SAP をインス トールするシステムの適合性を確認するために必要な情報を

示します。

インス トール パッケージ

以下に、 HP Operations Smart Plug-ins DVD に収録されている  SPI for SAP パッケージを示します。

SPI パッケージ

中心となるパッケージは HP Operations Smart Plug-ins.msi で、SPI のすべての機能が含まれています。 こ
のパッケージは、 HPOM によって管理されているサーバーにインス トールする必要があ り ます。 SPI for
SAP パッケージは、 メディアの以下の場所にあ り ます。

<SPI DVD>\SPIs\SAP SPI\SPI-SAP-ITO.msi

Reporter パッケージ

このパッケージには、SPI for SAP で提供されるデフォルトのレポート作成テンプレートが含まれています。

これらのテンプレートは、 静的であ り、 変更するには、 Crystal Reports 10.0 以降をインス トールする必要

があ り ます。 Reporter は、 SPI for SAP によって管理されている ノードのデータを HPOM サーバー経由で

収集し、ローカルのデータベースに保存して、デフォルトの SPI レポート  テンプレートに基づいて .html レ
ポート を作成します。 SPI for SAP Reporter パッケージは、 メディアの以下の場所にあ り ます。

<SPI DVD>\SPIs\SAP SPI Reporter Package\sapspi_reporter.msi

コンソール パッケージ

このパッケージには、SPI for SAP ユーティ リ ティが含まれており、コンソールと して実行しているサーバー

にインス トールする必要があ り ます。 リモート  コンソールでツールの実行を可能にするには、 SPI for SAP
ユーティ リ ティーをそのコンソールにインス トールする必要があ り ます。 SPI for SAP コンソール パッケー

ジは、 メディアの以下の場所にあ り ます。

<SPI DVD>\SPIs\SPIs Console Packages\SPI-SAP-ITO-CONSOLE.msi
13



インス トール環境

HPOM サーバーへの SPI コンポーネン トの標準インストール

HP Operations Smart Plug-ins DVD を使用して、 SPI for SAP パッケージのみをインス トールし、 レポー

ト と グラ フの作成用パッケージはインス ト ールしないよ う に選択できます。 ただし、 同じシステム上に

Reporter または Performance Manager のフル バージ ョ ンがインス トールされている場合は、対応するパッ

ケージのインス トールまたはアンインス トールをHPOM サーバーで行う こ とができます。

リモート  コンソールへの標準インストール

SPI DVD に収録されたすべての リモート  コンソール パッケージが、 SPI for SAP も含めて リモート  コン

ソールに一度にインス トールされます。 SPI DVD メディアを使用してコンソール パッケージをインス トー

ルする場合、 特定のリモート  コンソール パッケージを選択するオプシ ョ ンはあ り ません。

HPOM クラスタ環境への標準インストール

HPOM ク ラスタ環境では、ク ラスタ内のシステムごとに HPOM サーバーがインス トールされている必要が

あ り ます。 SPI は、 ク ラスタ環境内の各ノードにインス トールできます。

スタンドアロンの HP Reporter および HP Performance Manager

スタンドアロンの HP Reporter または HP Performance Manager がインス トールされているマシンでは、

対応する  SPI パッケージのみを使用するこ とが可能で、HP Operations Smart Plug-Ins DVD で選択できる

のもそのパッケージのみです。 たとえば、 HP Reporter だけがインス トールされているシステムには、 SPI
のレポータ  パッケージをインス トールできます。 グラフ作成パッケージと  HP Performance Manager につ

いても同様です。
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インス トールの概要

以下のフローチャートに、 SPI for SAP のインス トール、 アップグレード、 および設定の概要を示します。 
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インス トールの前提条件

SPI for SAP を正し く実行するには、 使用するシステムがこの項で説明する前提条件を満足している必要が

あ り ます。

始める前に

SPI for SAP のインス トールを開始する前に、 以下を確認して ください。

• SPI for SAP ソフ ト ウェアをインス トールするシステムが、 以下の項にリ ス ト されているすべての要件

を満たしているかを確認する。

— 「ハード ウェア、 OS、 およびディ スク容量の要件」 (16 ページ) 

— 「ソフ ト ウェア要件」 (17 ページ) 

• 各 SAP インスタンスについて、 次の点を記録する。

— インス トールされている  SAP のバージ ョ ン

— SAP がセン ト ラル インスタンスとアプリケーショ ン サーバーのどちらにインス トールされているか

• SPI for SAP で監視するすべての SAP ク ライアン トの リ ス ト を作成する。 各ク ライアン トについて、次

のデータを リ ス トする。

— SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーのホス ト名

— SAP システム ID

— SAP インスタンス番号

— SAP ク ライアン ト番号

— オペレーティング システム プラ ッ ト フォーム (UNIX、 Linux または Microsoft Windows)

— 監視に使用するユーザー名/パスワード

この情報は、 SPI for SAP の環境設定に使用します。

ハードウェア、 OS、 およびディスク容量の要件

SPI for SAP をインス トールする前に、 表 1 の情報を使用して、 システム (HPOM 管理サーバーおよびすべ

ての管理対象ノード ) がハードウェア、 ソフ ト ウェア、 オペレーティング システム、 サポートおよびディ ス

ク容量の要件を満たしているこ とを確認します。

表 1　ハードウェア、 OS、 およびディスク容量の要件

製品 オペレーティング システム 小ディスク容量

SPI for SAP (管理サーバー上)a • Windows Server 2003　

• Windows Server 2008　

(x64 のみ)

1 GB　
16 第 2 章



サポー ト 情報: サポー ト される  OS に関する詳細は、 http://support.openview.hp.com/selfsolve/
document/KM323488 のサポート評価指標を参照して ください。

ソフ トウェア要件

SPI for SAP ソフ ト ウェアを設定またはアップグレードする前に、 表 2 (17 ページ) および 表 3 (18 ページ)
の情報を使用して、 SPI for SAP の現行バージ ョ ンと互換性のあるバージ ョ ンの HPOM を使用しているこ

とを確認して ください。 また、 次の内容を確認する必要があ り ます。

• HP Operations エージェン ト  ソフ ト ウェアが HPOM 管理サーバーで利用可能である。

• 標準の HPOM 管理サーバー ポ リシーが HPOM 管理サーバーで利用可能である。

• HP Reporter が SAP のサービス  レポートの表示に使用できる。

SPI for SAP の既存のレポート を編集する場合 (またはレポート を新規作成する場合)、HP Reporter (バー

ジ ョ ン 03.80 以降) をホス ト しているマシンで Crystal Reports (バージ ョ ン 10.0 以降) が実行されてい

るこ とを確認して ください。

• SPI for SAP で収集したデータからグラフを生成するには、 HPOM 環境に HP Performance Manager
をインス トールする必要があ り ます。

表 2 に、 SPI for SAP の現在のバージ ョ ンが対応する  HPOM 管理サーバーのソフ ト ウェア バージ ョ ンを示

します。 

SPI for SAP (管理対象ノード上) HP-UX 約 40MBb

ノードのディ ス ク容量に関す

る要件は、 SPI が収集して記

録するデータの量に応じて増

加します。

AIX

Windows

Linux 

Solaris

SPI for SAP Reporter パッケージ Windows 1 GB

a. 管理サーバー上で、PATH システム変数が Windows ユーティ リ ティ /コマンドおよび Windows Script Host
へのパスを含んでいるこ とを確認してください。 

b. 移送用の 5MB を含む。

表 1　ハードウェア、 OS、 およびディスク容量の要件 (続き)

製品 オペレーティング システム 小ディスク容量

HPOM への HP Reporter lite のバンドルは終了しました。SPI for SAP が収集するデータから

レポート を生成するには、 HP Reporter 製品をインス トールしてください。 

表 2　サポート されている HPOM 管理サーバー プラッ ト フォーム

HPOM バージョ ンa

a. インストールしたシステムには、 新の必要なレベルのパッチを適用する必要があ

ります。

オペレーテ ィング システム プラッ ト フォーム

08.10 • Microsoft Windows Server 2008 (x86 のみ)

• Microsoft Windows Server 2003
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表 3 (18 ページ) に、 SPI for SAP でサポート されている  SAP カーネルと  (括弧内に) SAP の SAP ベーシス

バージ ョ ンの組み合わせを示します。 後の 3 列には、 SAP バージ ョ ン番号の変更に対応した SAP ベーシ

ス  バージ ョ ンと  SAP カーネル バージ ョ ン (括弧内) を示します。 たとえば、 6.40 (6.40) は、 SAP ベーシス

6.40 (SAP カーネル 6.40) を意味します。

Microsoft .NET Framework の 新バージ ョ ンを、 すべての Windows ノードにインス トールする必要があ

り ます。

廃止されたソフ トウェアのバージ ョ ン

この SPI for SAP バージ ョ ンでは、以下の機能、 ソフ ト ウェア、 またはオペレーティング システムのサポー

トは終了いたしました。

• SAP R/3 4.6C カーネル (4.6Cと  4.6D カーネルの組み合わせはサポート されなくな り ました)

• SAP ITS 4.6/6.10/6.20

• HP-UX 11.00

• r3monsap (SAP R/3 3.1～4.5 用の CCMS 3.x アラート  モニタ )

• r3monxmi (SAP システム ログ モニタ。 4.6C 以降は r3monal で置き換え)

• r3monits (SAP ITS 6.20 モニタ )

• SPI for SAP では、HPOM の管理サーバーと管理対象ノードのどちらについても、Windows 2000 オペ

レーティング システムと  Windows 2000 Advanced Server オペレーティング システムはサポート され

ません。

SPI for SAP の 新リ リースでは、 HP ソフ ト ウェアの廃止済み機能である  Self-healing Services (SHS) 機
能がサポート されません。

表 3　サポート されている管理対象ノードのプラッ ト フォームと  SAP バージョ ンの組み合わせ

管理ノードの OS

SAP ベーシス (カーネル) の
バージョ ン

6.40
(6.40)

7.0
(7.0)

7.1
(7.1)

AIX • • •

HP-UX • • •

Linux • • •

Solaris • • •

Windows • • •
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SPI for SAP Software のインストール

SPI for SAP ソフ ト ウェアをインス トールして設定を行う前に、HPOM がすでにインス トールされ、 新の

パッチが適用されている こ と を確認する必要があ り ます。 HPOM のインス トール完了後、 HP Operations
Smart Plug-ins DVD を使用して SPI for SAP ソフ ト ウェアをインス トールします。

サポー ト 情報 : サポー ト される OS に関する詳細は、 http://support.openview.hp.com/selfsolve/
document/KM323488 のサポート評価指標を参照して ください。

SPI for SAP を管理サーバーまたはコンソール システムにインス トールするには、以下の手順を実行します。

 管理サーバーまたはコンソールへの Smart Plug-in for SAP のインストール

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を管理サーバー システムまたはコンソール システムの DVD ド
ラ イブに挿入します。 インス トール ウ ィザードが開きます。

2 [次へ] をク リ ッ クして次に進みます。 [SPl リ リースノートおよび他のドキュ メン ト ] 画面が表示されます。

3 [次へ] をク リ ッ ク して次に進みます。 [プログラムの保守] 画面で [製品のインストール] を選択します。
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4 [製品の選択] 画面で、 インス トールまたはアップグレードする  [SPI for SAP] を選択します。 

使用中の環境に HP Reporter がインス トールされている場合、 [レポート ] チェッ ク  ボッ クスを選択で

きます。

5 [次へ] をク リ ッ ク します。 [自動配布の有効化/ 無効化] 画面が表示されます。

6 オプシ ョ ンを選択して、 自動配布機能を無効または有効にします。

7 [次へ] をク リ ッ ク します。 [使用許諾契約] 画面が表示されます。

8 [使用許諾契約書の条項に同意します] ボタンを選択し、 [次へ] をク リ ッ クするこ とによって、 ライセン

スの使用許諾条件に同意します。

新バージ ョ ンの SPI がすでにインス トールされている場合は、SPI のチェッ ク  ボッ クスが無

効化されています。 Reporter がインス トールされていない場合は、 [レポート ] チェッ クボッ ク

スが無効化されています。
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9 [インストール] をク リ ッ ク してインス トールを開始します。

インス トール プログラムの進捗に伴って、 ダイアログに表示されるステータスがさまざまに変化します。 シ
ステムの処理速度やインス トール対象のコンポーネン トにもよ り ますが、インス トール プロセスの完了まで

には数分かかり ます。

10 [完了] をク リ ッ クする と インス トールが完了します。 

リモート  コンソールへの SPI for SAP のインストール

SPI は、 次のいずれの方法でも リモート  コンソールにインス トールできます。

• SPI DVD メディアの使用

• SPI for SAP コンソール パッケージの使用

SPI DVD メディアの使用

リモート  コンソールで SPI DVD を使用し、そのメディアの <SPI DVD>\SPIs\SPIs Console Packages
にあるすべての SPI パッケージをインス トールできます。 それには、 以下の手順を実行します。

1 コンソールのみに使用するシステムの DVD ド ラ イブに、 HP Operations Smart Plug-ins DVD を挿入

します。

2 インス トール済みのリモート  コンソールが検出されたこ とを示すダイアログ ボッ クスが表示されるま

で、 画面の説明に従ってください。

3 [次へ] をク リ ッ ク します。

インス トールされている既存のパッケージすべてがアップグレード されます。

SPI for SAP コンソール パッケージの使用

1 SPI for SAP と組み合わせて HPOM コンソールを リモートで起動する追加のシステムに、 HPOM コン

ソール用の SPI for SAP integration をインス トールします。 SPI DVD Installer は console-integration
パッケージを自動で リ モー ト  システムにインス ト ールできないので、 手作業で console-integration
パッケージ フ ァ イルを配置後ダブルク リ ッ ク してセッ ト ア ップ プログラムを起動して行ないます。

console-integration パッケージは、 HP Operations Smart Plug-ins DVD の次の場所にあ り ます。

<DVD>\SPIs\SPIs Console Packages\SPI-SAP-ITO-CONSOLE.msi

SPI for SAP ソフ ト ウェアの設定を継続する前に、 「SPI for SAP ソフ ト ウェアのインス トールの確認」 (24
ページ) で述べられている説明に従い、 インス トールが正常に完了しているこ とを確認してください。

SPI for SAP によるリモート監視

SPI for SAP のスコープを拡張して、 管理ノード以外の、 SPI for SAP がインス トールされていないリモー

ト の SAP サーバー上の SAP NetWeaver ステータスを監視できます。 SPI for SAP ソフ ト ウェアがインス

トールされ、 正常に設定および実行されている管理ノードから、 リモート監視をセッ ト アップして実行でき

ます。

インス トールを開始した後、 [キャンセル] ボタンを選択しても、 インス トール プロセス全体は中止されませ

ん。 現在インス トール中の製品 (ステータス領域に表示されている ) のインス トールのみが中止され、選択し

た次の製品のインス トールが開始します。
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SPI for SAP のリモート監視機能を使用する と、SPI for SAP によってサポート されていない環境 (メ インフ

レーム環境など) で実行中の SAP システムを監視できます。

モニタ設定ファイルの末尾にあるアラート ク ラスのセクシ ョ ンを使用して、 モニタのインスタンスを特定の

ホス トや SAP インスタンス、 またはリモート  サーバー上のプロセスに関連付けるこ とができます。 これは、

通常の (ローカルの) 管理ノードの場合と同じ方法です。 リモート監視機能に関する詳細は、『HP Operations
Smart Plug-in for SAP オンライン ヘルプ (Windows 版) 』 を参照して ください。 

SPI for SAPのアップグレード

SPI for SAP は、 次のいずれかの方法でアップグレードできます。

• SPI Upgrade Toolkit を使用したアップグレード

• HPOM コンソールを使用したアップグレード

SPI Upgrade Toolkit を使用したアップグレード

HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit (SPI Upgrade Toolkit) を使用する と、ポ リ シーに対するカ

スタマイズ内容を保持したまま、 HP Operations Smart Plug-in を上位バージ ョ ンにアップグレードできま

す。 SPI Upgrade Toolkit を使用している と、 カスタマ バージ ョ ンのポ リ シーに対して実行された変更を

SPI for SAP のアップグレード  プロセス中に保存できます。 SPI Upgrade Toolkit は、 特定のポ リ シーにつ

いて、 その基本、 カスタマ、 ファ ク ト リの 3 つのバージ ョ ンを比較します。 必要に応じて、基本バージ ョ ン、

カスタマ バージ ョ ン、 またはファ ク ト リ  バージ ョ ンのポ リシーの設定を選択できます。

SPI Upgrade Toolkit を使用して SPI for SAP をアップグレードするには、 『HP Operations Smart Plug-in
Upgrade Toolkit Windows User Guide』 の指示に従ってください。

HPOM コンソールを使用したアップグレード

この項では、 バージ ョ ン 10.70、 11.10 の SPI for SAP ソフ ト ウェアをバージ ョ ン 12.00 にアップグレード

する方法について説明します。 SPI for SAP ソフ ト ウェアをアップグレードする前に、 以下の推奨事項をお

読みください。 

1 「ハード ウェア、OS、およびディ スク容量の要件」(16 ページ) の要件を熟読し、理解しておいてください。

2 バッ クアップ機器を使用して、現在の設定を完全に保存しておいてください。 こ うするこ とによ り、アッ

プグレードが失敗した場合でも設定を復元するこ とができます。

3 元の設定に加えた変更を含む設定ファ イルのテンプレート の安全なコピーを作成しておきます。 ポ リ

シー テンプレートの場所は次のとおりです。 

%OvShareDir%\SPI-Share\sapspi
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4 ポ リシーはバージ ョ ン システムによって保護されていますが、 管理対象ノードに既に配布した SPI for
SAP ポ リ シーをバッ クアップしておく こ とをお勧めします。 SPI for SAP メ ッセージ ソース  ポ リ シー

を変更した場合、 SPI for SAP ポ リシー グループとそこに所属するすべてのポ リ シーの安全なコピーを

作成しておきます。

5 SPI for SAP R/3 Performance Agent を使用しており、 アップグレード したい場合、 SPI for SAP を削

除してアップグレードする前に、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  サブエージェン

ト を管理ノードから削除しておく必要があ り ます。 次のステップに進む前に、 旧バージ ョ ンの SPI for
SAP ソフ ト ウェアの削除について、「パフォーマンス  モニタのアップグレード」 (77 ページ) の項をお読

みください。

6 「SPI for SAP Software のインス トール」 (19 ページ) の指示に従って、 HPOM 管理サーバー上に新し

い SPI for SAP ソフ ト ウェアをインス トールします。

7 SPI for SAP と組み合わせて HPOM コンソールを リモートで起動する追加のシステムに、 HPOM コン

ソール用の SPI for SAP integration をインス トールします。 SPI DVD Installer はこの手順を自動実行

できないので、この手順は手作業で console-integration パッケージを配置後ダブルク リ ッ ク してセッ ト

アップ プログラムを起動して行ないます。 

console-integration パッケージの場所に関する詳細は、 「管理サーバーまたはコンソールへの Smart
Plug-in for SAP のインス トール」 (19 ページ) を参照して ください。

8 「SAP 固有タスクの設定」 (29 ページ) の説明に従って、 SAP を監視するよ う  SPI for SAP を設定しま

す。 こ こでは、 SPI for SAP モニタへのアクセスを許可するための SAP の設定プロセス、および表示し

たい情報の検索と レポート のための SPI for SAP モニタの設定プロセスについて一通り 説明しています。

9 「HPOM 管理タスクの設定」 (39 ページ) の説明に従って、 HPOM と連動するよ うに SPI for SAP を設

定します。 こ こでは、 SPI for SAP プログラムおよびポ リ シーの配布プロセスについて一通り説明して

います。

10 SPI for SAP R/3 Performance Agent をアップグレード します。

データ を変換する前に、 「パフ ォーマンス  モニタのア ップグレード」 (77 ページ ) の説明と、 『HP
Operations Smart Plug-in for SAP オンライン ヘルプ (Windows 版) 』の SPI for SAP R/3 Performance
Agent のアップグレードに関する項の説明をお読みください。

SPI for SAP バージ ョ ン 12.00 の一部と して配布された新しいポ リ シー テンプレート を、 以前

のテンプレートバージ ョ ンのバッ クアップ コピーで単純に上書きするこ とはできません。 古い

ポリシー テンプレートに加えた変更を、 新しいポ リシー テンプレートに統合する必要があ り ま

す。 SPI for SAP の新しいポ リ シー テンプレート の中には改訂および改善されているものがあ

るため、古いバージ ョ ンで上書きする と、 メ ッセージの不整合が起こ り、 さ らに重大な問題が発

生するこ とがあ り ます。 

セッ ト アップ プロセスは、 管理サーバー上の既存の SPI for SAP ソフ ト ウェアを削除し、 新し

いバージ ョ ンで置き換えます。

セッ ト アップ プログラムは、既存の SPI for SAP console-integration パッケージを検出する と、

それを削除して新しいバージ ョ ンで置き換えます。

旧バージョ ンの SPI for SAP をバージョ ン  12.00 にアッ プグレード する場合は、 以下に示す順序

で処理を実行します。

1 プログラムの配布

2 r3itosap.cfg ファ イルを除くすべての設定ファイルの配布 

3 スケジュールされたポ リシーの配布
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ローカル管理サーバー上の SPI for SAP のアップグレード

前提条件を満たしていることの確認: コンソールまたは管理サーバーで、HPOM 8.10 がインス トールされて

いるこ とを確認します。

製品版、 評価版、 および無償の SPI: ラ イセンスを購入した SPI または無償の SPI をアップグレードする手

順は、 新規インス トール手順と同じです。 ただし、 SPI のアップグレードに必要なインス トール前の準備手

順が詳細に説明されている  SPI のドキュ メン ト を参照した上でアップグレードを行ってください。 必要な手

順をすべて完了するこ とで、 不要なデータの消失を防ぐこ とができます。

SPI for SAP ソフ トウェアのインストールの確認

簡単なチェッ クを実行し、 SPI for SAP のインス トールが正常に完了しているこ とを確認して ください。 ま
た、 ソフ ト ウェアの設定に進む前に、 必要なものがすべて揃っているこ とを確認してください。

SPI for SAP ソフ ト ウェアのインス トールを確認するには、 以下の手順を行ってください。

1 HPOM のコンソールに次の項目を表示します。

[ツール] → [SPI for SAP]

次のサブディ レク ト リが存在するこ とを以下の方法によ り確認します。 

— SAP R/3 管理

— SAP R/3 NT

— SAP R/3 UN*X

2 各サブディ レク ト リ を順番にク リ ッ ク し、 図 1 に示すツールが存在するこ とを確認します。

図 1　 SPI for SAP ツール サブディレク ト リ

3 SPI for SAP はインス トールしませんが、 必要になり ますので、 ConfigFile ポ リ シーのパッケージが利

用可能であるこ とを確認します。 HPOM のコンソール ツ リーに次の項目を表示します。

[ポリシー管理] → [配布パッケージ]
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[ConfigFile] ポ リシー タイプに属する以下の項目が、 図 2 に示す通りに存在するこ とを確認します。

— DCE ノードに対応する  ConfigFile ポ リシー パッケージ

— Operations エージェン ト

図 2　 インストールされたパッケージの確認

SAP GUI のインストール

この項では、 HPOM 管理サーバーおよび HPOM コンソールを実行したいコンピュータに SAP GUI をイン

ス トールします。 SAP インス トール メディアを使用し、 ご使用の環境で使用可能な 新バージ ョ ンの SAP
GUI をインス トールして ください。 SPI for SAP に含まれるほとんどのオペレータ起動アクシ ョ ンおよび

ツールは、 SAP GUI を起動して SAP の情報を表示します。 このため、 SAP GUI が HPOM 管理サーバーを

ホス トするマシンと  HPOM コンソールを リモートで実行するすべてのシステムで利用できる必要があ り ま

す。 SAP のネイティブ GUI のインス トールに関する詳細は、 適切な SAP マニュアルを参照してください。

SAP ライブラリのダウンロード

必要な SAP RFC ラ イブラ リ を管理サーバーにダウンロードする必要があ り ます。 SAP RFC ラ イブラ リ を

ダウンロードするには、 次の手順に従います。

1 管理サーバーに次のよ うなフォルダを作成します。

C:\temp\Sap_RFC_Downloads\Libraries
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2 新し く作成したライブラ リ  フォルダの中に、 次のよ うなフォルダ構造を作成します。

a C:\temp\Sap_RFC_Downloads フォルダの下に Libraries フォルダを作成します。

b Libraries フォルダの下に、 Windows、 Linux、 Sun、 HPUX、 および Aix フォルダを作成

します。

c Windows フォルダの下に、 32bit および x64 フォルダを作成します。

d Sun フォルダの下に、 sparc フォルダを作成します。

e Aix フォルダの下に、 x64 フォルダを作成します。

f HPUX フォルダの下に、 IPF64 および PA フォルダを作成します。

g Linux フォルダの下に、 x64 および IPF64 ディ レク ト リ を作成します。

3 SAP Software Distribution Center Web サイ ト  (http://service.sap.com/swdc) から適切なフレー

バーの RFC SDK 6.40 をダウンロード します。

RFC SDK を解凍し、下記の表に示す要領で、 ステップ 2 で作成したディ レク ト リにライブラ リ  ファ イ

ルをコピーします。

環境内に展開されている  SAP のバージ ョ ンに関わらず、 常に RFC SDK バージ ョ ン 6.40 をダ

ウンロード して ください。

表 4　 SAP ライブラリ

ノード  プラッ ト フォーム ライブラリ  ファイル コピー先フォルダ

Windows 32 ビッ ト librfc32.dll /Windows/32bit

Windows X64 librfc32.dll /Windows/x64

Linux librfccm.so  /Linux

Linux librfccm.so /Linux/x64

Linux librfccm.so /Linux/ipf64

Solaris librfccm.so /Sun/sparc
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4 新し く作成されたフォルダにライブラ リ  ファ イルを置いた後、 管理サーバーで SAP R/3 管理ツール 
グループから  [RFC ライブラ リのインス トール] ツールを実行します。

HP-UX IA-64 librfccm.so /HPUX/IPF64 

HP-UX PA-RISC librfccm.sl /HPUX/PA

AIXa librfccm.so /Aix/x64

a. サポート される  AIX の全フレーバーに対して、 AIX 64 ビッ ト  RFC SDK (6.40) を使用します。

表 4　 SAP ライブラリ  (続き)

ノード  プラッ ト フォーム ライブラリ  ファイル コピー先フォルダ
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第 3 章　SAP 固有タスクの設定
この項では、 Smart Plug-in for SAP のインス トール作業において、 SAP 固有のタスクを実行する方法につ

いて説明します。 このタスクを実行するには、 SAP ト ランザクシ ョ ンと特定の監視要件に関する知識が必要

です。 SAP システムアプリ ケーシ ョ ン サーバー上で HPOM コンソールを使用して作業します。 HPOM に
は、 オペレータ と してログオンする必要があ り ます。 また、 SAP ク ライアン トには、 この段階で実行するタ

スク も含め、 SAP タスクを実行する権限を持つユーザーと してログオンする必要があ り ます。 

SAP 移送ファイルの適用

この手順では、 Smart Plug-in for SAP で提供される移送ファイルを、 SAP セン ト ラル インスタンスである

各 HPOM 管理対象ノード上の SAP 移送ディレク ト リにコピーします。 

SPI for SAP の移送

SPI for SAP には、 さまざまな移送ファ イルが用意されています。 移送には特定の目的で使用されるモニタ

が含まれるので、 各移送のインポート先と インポート理由を理解しておく こ とが重要です。 SPI for SAP に
は以下の移送ファイルが含まれています。

• R3Trans.car

R3Trans.car 移送ファ イルには、 SPI for SAP がデフォルト設定と と もに使用するすべての ABAP
モニタが含まれています。SAP の CEN を経由して監視する各 ABAP インスタンスに、R3Trans.car
移送ファイルをインポート します。

• SAPSPI_CCMS_Monitors.car

SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送ファイルによ り、 J2EE、 システム セキュ リティ、 スタンドア

ロン エンキュー サーバー、Enterprise-Portal、および XI の監視に使用する  SPI for SAP の CCMS ベー

スのモニタが、CCMS モニタ  セッ ト  HP OV SAP-SPI に追加されます。 SAPSPI_CCMS_Monitors.
car 移送ファイルは、 SPI for SAP を使用して CCMS 警告を監視する各 SAP システム、 および CEN
(設定されている場合) にインポート します。 SAP 用語で、 CEN は、 監視対象の SAP ランド スケープの

あらゆる場所から発生した  CCMS 警告を一括制御する管理点と して設定されたシステムを意味します。

SPI for SAP モニタの詳細、および既存のモニタを変更する方法と、標準の SPI for SAP モニタ  セッ トに新

規モニタを追加する方法に関する詳細は、 『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

設定ファ イル ポ リ シーのセッ ト アップおよび配布が完了した後、 対応する  Smart Plug-in for SAP のポ リ

シーも  SAP 管理対象ノードに配布する必要があ り ます。 「SPI for SAP ポ リシーの管理ノードへの配布」 (43
ページ) を参照して ください。
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SAP 移送における命名規則

SPI for SAP には、SAP 名前空間 "/HPOV/" の SPI for SAP の機能を含む、サポート対象バージ ョ ンの SAP
に対する移送があ り ます。 この命名規則の採用によ り、SPI for SAP を使用して SAP システムを監視する場

合、 管理者は新しい SPI for SAP の名前空間移送を使用する必要があ り ます。 SPI for SAP がサポートする

SAP のバージ ョ ンに関する詳細は、 「インス トールの前提条件」 (16 ページ) を参照してください。 

表 5 に、 SPI for SAP が提供する移送オブジェク トに使用される命名規則の一覧を示します。

SPI for SAP 移送ファイルを管理対象ノードにコピーするには、 次のよ うに操作します。

1 Windows エクスプローラを使用し、 SAP 移送パッケージを検索します。 デフォルトでは HPOM 管理

サーバーの以下のディ レク ト リにあ り ます。

%OvShareDir%\Packages\SAPTransports

SAP 移送パッケージは SAP 専用の .car 形式で保存されており、どの SAP 移送を各 SAP バージ ョ ン

にインポートするべきかを説明する  readme ファ イルが添付されています。

新しい SPI for SAP 名前空間移送は、以前のバージ ョ ンの SPI for SAP 移送が既にインポート され

ている  SAP システムにインポートするこ とができます。

表 5　移送オブジェク トの命名規則

移送クラス 移送オブジェク ト

目次 /HPOV/ZHPSPI0*

開発クラス /HPOV/SAPSPI

ド メ イン /HPOV/ZITO_*

関数グループ /HPOV/NW04
/HPOV/ZBTO

/HPOV/ZLPO
/HPOV/ZSPA
/HPOV/ZSPB
/HPOV/ZSPY
/HPOV/WEBAS

/HPOV/WEBAS70
/HPOV/SOLMAN

関数モジュール /HPOV/OV_*

プログラム /HPOV/YSPI*
/HPOV/ZHPSPIB1

/HPOV/ZHPSPIB2

/HPOV/ZHPSPIT1

/HPOV/ZHPSPI00*

ロール /HPOV/SAPSPI_MONITORING*
/HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON
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2 ftp メ ソッ ド を使用して、HPOM で管理する各 SAP セント ラル インスタンスにパッケージを転送します。

3 各管理対象ノード上で、 SAP 管理者 (<SID>adm) と して CAR (または SAPCAR) コマンドを使用し、

/usr/sap/trans に移送ファイルを解凍します。 次のよ うに入力します。

• CAR -xvf R3Trans.car

R3Trans.car には、 SPI for SAP の ABAP モニタが格納されています。

• CAR -xvf SAPSPI_CCMS_Monitors.car

SAPSPI_CCMS_Monitors.car には、 SPI for SAP の CCMS ベースのモニタに使用する移送

ファイルが格納されています。 

• SPI for SAP の移送に関する詳細は、 「SPI for SAP の移送」 (29 ページ) を参照してください。  SPI
for SAP の CCMS モニタに関する詳細は、『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』を参照してください。

4 以下の説明に従って SAP 移送ファイルのインポート を続けます。コマンド行と  SAP GUI のどちらでも

使用できます。

コマンド行を使用して移送ファイルをインポートするには、Smart Plug-in for SAP 移送ファイルを SAP セ
ン ト ラル インスタンスにインポート します。 たとえば、 適切な HPOM 管理対象ノード上で 、 SAP 管理者

(<SID>adm) と して以下のコマンドを入力します。

cd \usr\sap\trans\bin
tp addtobuffer <transport_file_name> <SID> 
tp import <transport_file_name> <SID> client=<client_number>

この例では、 <SID> には SAP システム ID を入力し、 <transport_file_name> には、 HPOM 管理

対象ノード上で実行している  SAP のバージ ョ ンに対応する移送ファイル名を入力します。 たとえば、以下の

よ うに入力します。

tp addtobuffer SPIK900132 CIA

上記の移送ファイル名の SPIK900132 と  SAP システム ID の CIA は、tp コマンドの適切な構文を示すた

めに一例と して使用されています。 移送番号と   SAP バージ ョ ンの詳細は、 ソフ ト ウェア ビッ ト のインス

トール後、 HPOM 管理サーバー上の以下のファイルを参照してください。

 %OvShareDir%\Packages\SAPTransports\readme

tp コマンドでファイルまたは必要な情報を見つけられない場合は、 pf=<path>\TP_DOMAIN_<SID>.
PFL オプシ ョ ンを使用して、 tp パラ メータ  ファ イルの場所を定義します。 次の例では、 SAP を e:\ パー

ティシ ョ ンにインス トールしたこ とを前提にしています。

pf=e:\usr\sap\trans\bin\TP_DOMAIN_<SID>.PFL 

何らかの理由でエラーが発生した場合は、 次のコマンドを使用してバッファをク リ アします。

tp cleanbuffer <SID>

HPOM で管理する各 SAP システムに対し、 この手順を繰り返します。 

オペレーティング システムのユーザーが ftp 操作を実行する場合、 移送ディ レク ト リへの書

き込み権限が必要です。 必要に応じて、 移送ディ レク ト リへの書き込みアクセス権を手動で有

効にします。

SAPCAR コマンドは、 どの SAP Kernel CD にも収録されています。 また、 SAP バージ ョ ン

4.6 以降では、 このコマンドを CAR コマンドの代わりに使用します。
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あるいは、 SAP GUI を用いて移送ファイルをインポートするこ と もできます。 SAP GUI で移送ファイルを

インポートするには、 次の手順に従います。

1 SPI for SAP 移送ファイルを適用するすべての SAP システムにログオンします。

2 SAP GUI で ト ランザクシ ョ ン ID STMS を入力し、 SAP 移送管理システム (STＭS) のログイン ページ

を表示します。

3 SAP 移送管理システムのログイン ページで [移送] アイコンをク リ ッ ク します (または [F5] ファンク

シ ョ ン キーを押します)。

4 SPI for SAP 移送ファイルをインポートする  SAP システムの SID を選択します。

5 [ファ イル] メニューで [補足] → [その他の依頼] → [追加] をク リ ッ ク します。

6 [インポート キューに移送依頼を追加] で以下を入力します。

<Transport_file_name>

SPI for SAP 移送ファイル名は、 HPOM 管理サーバーの以下のディレク ト リにある  readme ファ イル

に記述されています。

 %OvShareDir%\Packages\SAPTransports

7 目的の移送をハイライ ト します。

8 [依頼] → [インポート ] を選択します。 [インポート依頼] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

9 チェ ック  [✓] アイコンを選択するか、 [Enter] キーを押して ト ランザクシ ョ ン要求を追加します。

10 ターゲッ ト  ク ライアン ト番号を入力します (デフォルトのク ライアン ト番号は 000 です)。

11 ご使用のシステムに応じて、 [オプシ ョ ン] タブのチェッ ク項目を選択します。

12 チェ ック  [✓] アイコンをク リ ッ クするか、 [Enter] キーを押します。

HPOM の SAP ユーザーのセッ トアップ

SPI for SAP のツール、モニタ、 またはアクシ ョ ンが SAP にアクセスできるよ うに、HPOM に SAP ログオ

ンを提供する必要があ り ます。 HPOM ユーザーの自動ログオンを許可する各 SID で、 以下の手順を実行し

て ください。

1 SAP にログオンします。

2 次のト ランザクシ ョ ンを呼び出します。 SU01

移送ファイルは、 各 SAP システムに適用する必要があ り ます。

移送が選択されていない場合、 SAP はリ ス ト内のすべての移送が選択されたものとみなします。

SPI for SAP ユーザー ロールは、 SAP ユーザー 「ITOUSER」 を作成したク ラ イアン ト にイン

ポート して ください。 詳細については、「HPOM の SAP ユーザーのセッ ト アップ」 (32 ページ) を
参照してください。 SPI for SAP ユーザー ロール移送のデフォルト  ク ライアン トは 「099」 です。
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3 以下で指定されたパラ メータを持つ ITOUSER という名前のユーザーを新規に作成します。

ユーザー ロールの移送はクライアン トに依存するため、SPI for SAP ユーザー ロールの移送をインポー

ト したのと同じ  SAP ク ライアン トに SAP ユーザー ITOUSER を作成する必要があ り ます。 そ うでない

と、 ユーザー ロール /HPOV/SAPSPI_MONITORING* を新規ユーザーの ITOUSER に割り当てるこ と

ができな くな り ます。

4 プロファイルをアクティブ化し、 既に作成してある  SAP ユーザー ITOUSER に割り当てます。

User roles: SAP バージ ョ ン 4.6C 以降では、SAP ユーザー ロールを定義する必要

があ り ます。 図 3 に示すとおりに、 ト ランザクシ ョ ン SU01 を使用し

ます。 ITOUSER には、SPI for SAP ABAP 機能を実行できる権限が必

要です。 次のユーザー ロールを選択してください。 

• /HPOV/SAPSPI_MONITORING_TCODE

特定の SAP ト ラ ンザクシ ョ ンを使用する こ とができ、 SPI for
SAP の機能は何らの制限も受けません。

• /HPOV/SAPSPI_MONITORING_NO_TCD

このユーザー ロールには、SAP ト ランザクシ ョ ン認証 (NO_TCD)
が含まれておらず、 SAP ユーザーによる  SPI for SAP アプリ ケー

シ ョ ンまたはオペレータ起動アクシ ョ ンの起動を阻止するこ とに

よ り、 SPI for SAP の機能を制限します。 ただし、 SAP ユーザー

は SAP にログインするこ とはできます。

• /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON

r3monsec モニタを使用して SAP システムのセキュ リ ティ を監

視する場合、 ITOUSER (または r3monsec を実行するユーザー )
に /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON 内で定義された権限の

SPI for SAP security ユーザー ロールを割り当てておく必要があ

り ます。 

User type: DIALOG: [User type] が DIALOG に設定されていない状態で、対応す

るパスワードが定義されていないと、 SAP GUI が機能せず、オペレー

タ起動アクシ ョ ンや HPOM 内のアプ リ ケーシ ョ ンの多くが使用でき

な くな り ます。 ただし、 CPIC/SYSTEM ユーザーの場合は、 パフォー

マンス と イベン トの監視機能は正常に動作します。

Initial 
password:

SAP で使用可能な任意の値 (ただし  HPSAP_30 を除く ) - パスワード

HPSAP_30 は、 SPI for SAP の中央設定ファ イル r3itosap.cfg
の =default 値の使用に関連付けられます。 =default 値を使用す

る場合は、 HPSAP_30 を入力できません。 この入力が必要になるの

は、セッ ト アップ完了後に SAP に (ITOUSER と して) 初めてログイン

する と きです。 このと きに ITOUSER のパスワードを設定するよ う求

められます。
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SPI for SAP ロールを割り当てる際は、 すべての必要な権限オブジェク トがアクティブでユーザーの比

較が正常に完了する こ との確認が重要です。 SAP はユーザー権限オブジェ ク ト がアクテ ィブでユー

ザーの比較が正常に完了するこ とを緑色で示し、 ユーザー権限オブジェク ト をアクティブにユーザーの

比較が完了するよ うにする必要があるこ とを赤色で示します。 

5 ITOUSER と して SAP にログオンします。

6 ITOUSER に対して 初に定義されたパスワードを変更するよ う求められます。 独自の SAP ユーザー

ロ グ イ ンを定義する必要がな く、 SPI for SAP の中央モニタ設定フ ァ イル r3itosap.cfg の
=default 値を使用する場合は、 新しいパスワード  HPSAP_30 を入力します。

図 3　 ITOUSER の SAP ユーザー ロール

SPI for SAP モニタの設定値のセッ トアップ

SAP 固有のタスクの 終手順と して、 設定ファイルを管理ノードに配布する前に各 Smart Plug-in for SAP
モニタ用のモニタ固有設定ファ イルの初期設定値をセッ ト アップする必要があ り ます。 Smart Plug-in for
SAP には、 下の表 6 に示すモニタが含まれています。

表 6　 Smart Plug-in for SAP モニタ

モニタ名 説明

r3monaco TemSe コールのアラート収集

r3monale ALE モニタ

r3monal CCMS モニタ

r3monchg システム変更モニタ

r3moncts システムモニタの修正と移送
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Smart Plug-in for SAP にも、 ツールを設定し配布する方法が以下のよ うに 2 つあ り ます。

モニタ設定に関する詳細は、 『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

設定ファイル ポリシーの修正

この手順では、 設定ファ イル ポ リシー エディ タ とデフォルト  テンプレート を使用し、 SPI for SAP で監視

する  SAP サーバーで実行される  SPI for SAP モニタのそれぞれに対してグローバル設定ファイル ポ リ シー

を作成します。 HPOM では、 変更されたポ リ シーを保存する際に数字のサフ ィ ッ クスを付けるこ とによ り、

変更を追跡します (ポ リ シーのバージ ョ ンが新し くなるごとに数値が大き くな り ます。 たとえば、 デフォル

トのポ リシー バージ ョ ンが 11.0 の場合、 次に保存する新しいバージ ョ ンは 11.10 になり ます)。 

r3mondev SAP ログファ イルの ト レース  モニタ : 
<SID>/<INSTANCE>/work/dev*

r3mondmp ABAP/4 Dump モニタ

r3mondisp ABAP/4 ディ スパッチャ  モニタ

r3monjob Job モニタ

r3monlck ロ ッ ク  チェッ ク  モニタ

r3monoms a
操作モード  スイ ッチ モニタ

r3monpro オペレーティング システム プロセス  モニタ

r3monrfc SAP RFC 宛先モニタ

r3monsec セキュ リティ  モニタ

r3monspl スプール モニタ

r3montra 移送モニタ

r3monupd 更新モニタ

r3monusr ユーザー モニタ

r3monwpa ワーク  プロセスの可用性モニタ

r3status SAP ステータス  モニタ

a. SAP の変更に伴い、 SAP Netweaver 04/WebAS 07 では、 操作モード  モニタ  
r3monoms がサポート されません。

グローバル 管理ノードすべてに適用可能なツール

ローカル 指定された管理ノードにのみ適用可能なツール

表 6　 Smart Plug-in for SAP モニタ  (続き)

モニタ名 説明
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SPI for SAP モニタの設定ファイル ポ リシーを変更するには、 以下の手順を実施します。

1 HPOM コンソールで、 次のディ レク ト リ を表示します。

[ポリシー管理] → [タイプ別エージェン ト  ポリシー ] → [Scheduled Task]

2 詳細ペインで、変更する  SPI for SAP モニタに対応する設定ファイル ポ リシー (例: r3mondmp) をダブ

ルク リ ッ ク します。 ABAP ダンプ モニタ  r3mondmp の設定ファ イル ポ リ シーが設定ファ イル ポ リ

シー エディ タ内に表示されます。

3 設定ファイル ポ リシーの末尾までスクロールし、 ご使用の環境に応じて変更します。

4 [Save] をク リ ッ ク して設定ファイル ポ リシーへの変更を確認し、 エディ タを終了します。 新しいバー

ジ ョ ンの SPI for SAP モニタの設定ポ リシーは、 詳細ペインのポ リシー リ ス トに表示されます。

SPI for SAP では、 変更された設定ファイル内にエラーが検出される と、 問題の内容を示すメ ッセージ

が表示されます。 たとえば、 モニタ設定ファイルで ト レース  レベル (info、 all、 debug) の設定時にキー

ワード  TraceLevel のスペルを誤る と、 変更したファ イルの保存時に、 図 4 (37 ページ ) に示すとおり、

"TraceLeevel is an unknown keyword" のよ うなメ ッセージが表示されます。 ファ イルを再度

保存をする前に、 問題を見つけて修正する必要があ り ます。 SPI for SAP では、 変更されたファ イルが

有効であるこ とが確認される と、 ファ イルが保存され、 ファ イルのバージ ョ ン番号も  1 つ上がり ます。

5 「SPI for SAP ポ リシーの管理ノードへの配布」 (43 ページ) で説明されているよ うに、 新し く作成され

た設定ファイル ポ リシーを SAP 管理対象ノードに配布します。

SPI for SAP には、 各設定ファイルのデフォルト設定ファイル ポ リシーが用意されています。 初の配布で

はデフォルト設定を使用できますが、 ご使用の SAP 環境の要件に応じて設定を変更する必要があ り ます。

こ こで使用されているファ イル名 r3mondmp.cfg は一例です。 デフォル ト の設定ファ イル

を変更したい場合は、SAP 管理対象ノードに配布 (および実行) する  Smart Plug-in for SAP モ
ニタのそれぞれに対応するグローバル設定ファイルを編集します。

HPOM のツールを使用して r3moncol 構造の設定ファイルを編集する場合、編集したファイ

ルを保存しよ う とする と、 SPI for SAP が自動的にファ イルの内容の有効性を評価し、 設定エ

ラーを含むファ イルは保存させません。 有効性評価ツールとツールが生成する メ ッセージに関

する詳細は、 『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 を参照してください。
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図 4　設定ファイルの構文解析エラー
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第 4 章　  HPOM 管理タスクの設定
SPI for SAP 設定作業のこの段階では、 HPOM コンソールを使用して SPI for SAP を HPOM と統合し、す

べての SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーを HPOM の管理下に置きます。

監視対象の SAP システムの指定

この項では、 設定ファイル ポ リシー エディ タを使用して、 SPI for SAP で監視する  SAP システムを定義す

る方法を述べます。 SPI for SAP によ り監視する  SAP システムは、 設定ファ イル r3itosap.cfg に定義

します。

監視する  SAP システムを指定するには、 以下の手順に従います。

1 HPOM コンソールで、 次のディ レク ト リ を表示します。 

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ] → [SPI for SAP] → [ja]

2 HPOM コンソールで、global_r3itosap ポ リシー テンプレート を見つけてダブルク リ ッ ク します。

図 5 (40 ページ) に示すよ うに、 設定ファイル ポ リシー エディ タに選択したファイルが表示されます。

3 r3itosap.cfg 設定ファイルに例示されている書式を使用し、 SPI for SAP で監視する各 SAP イン

スタンスに対して HostSapAssign エン ト リ を追加します。 r3itosap.cfg にエン ト リ を追加する

際に、 以下の重要点を念頭に置いておいてください。

• 各 HostSapAssign エン ト リに指定された言語は SPI for SAP モニタが SAP にログインする際

に使用する言語を決定し、現在 SPI for SAP 移送でサポート されている言語の 1 つでなければなり

ません。 例: =EN (英語) または =JA (日本語)。 こ こで指定する言語は SAP GUI の起動時に使用す

る言語には影響しません。

• SPI for SAP が SAP システムのステータスの監視に使用するツール r3status は、r3itosap.cfg
内で指定した  SAP システムが存在するこ と を確認しません。 r3status は、たと えばタイプミ スな

どの理由によ り指定された SID が見つからない場合、その SID が利用できないこ とを通知します。

この項で述べるタスクは、 SPI for SAP を使って監視する  SAP システムがすでに HPOM 管理対象

ノードであるこ とを前提と しています。 この前提に該当しない場合は、HPOM のオンライン ヘルプ

で HPOM への管理対象ノードの追加方法に関する説明を参照してください。

ユーザーが CCMS を表示および管理する権限を持つよ うに、各 SAP ク ラ イアン トに対し、SAP
ユーザーをセッ ト アップする必要があ り ます。 「始める前に」 (16 ページ) で作成した SAP ク
ラ イアン トの リ ス トには、各設定行に対して必要となる情報が含まれています。 HPOM に対し

て SAP ユーザーを設定する方法に関する詳細は、 「HPOM の SAP ユーザーのセッ ト アップ」

(32 ページ) を参照してください。
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• SPI for SAP では、 モニタ設定ファイル r3itosap.cfg で、文字列 「=default」 がデフォルト

の ITOUSER パスワード 「HPSAP_30」 に関連付けられています。 独自の SAP ユーザー ログイン

を使用する場合は、 =default を適切なユーザー パスワードで置換する必要があ り ます。 HPOM
ポ リシー エディ タを使用して r3itosap.cfg ファ イルを編集する場合は、 ファ イルの保存時に

パスワードが自動的に暗号化されます。 デフォルトでは、 SPI for SAP は、 メ ッセージを生成する

管理対象ノ ード の名前を、SAP 変数 SAPLOCALHOST 内に定義されたホスト 名と して解決します。

図 5　 r3itosap.cfg ファイルの編集

4 r3itosap.cfg に追加するファ イルが、高可用性クラスタ内で設定されている場合、r3itosap.cfg
ファ イルのホス ト  マッピング セクシ ョ ンにエン ト リ を追加する必要があ り ます。 ホス ト マッピング セ
クシ ョ ンの情報は、 高可用性 ク ラスタ内の物理的なノード名を、 SAP 変数 SAPLOCALHOST で定義

されたノー ド名と、 HPOM コンソールまたはサービス  マップに表示されたと きにク ラスタからのメ ッ

セージに関連付けるホス ト名に、 マッピングするために使用されます。

r3itosap.cfg ファ イルに指定されたホス ト名は、 HPOM で識別し、解決できなければなり ません。

長いホス ト名または短いホス ト名のどちらを使用するかは、 ネッ ト ワークにセッ ト アップした名前解決

に応じて選択します。 

ク ラ ス タのホス ト 名は、 カンマ区切り の リ ス ト の形式で HostMapping エン ト リ に表示されます。

HostMapping エン ト リの 後の項目は、高可用性ク ラスタ内のノードによって生成される メ ッセージ

に関連付けるホス ト名を定義します。 例:

=ClusterHostA,ClusterHostB,SAPLOCALHOST =<HPOM_Msg_Node>
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以下の例には、 SPI for SAP を使用して高可用性ク ラスタを監視する場合に r3itosap.cfg ファ イル

のホス トマッピング セクシ ョ ンに追加するエン ト リ を示します。このク ラスタ内の 2 つの物理ノード名

は True と  False であ り、 SAP 変数 SAPLOCALHOST は maybe と して定義されています。 ク ラスタ

からのメ ッセージを関連付けるホス トの名前は example です。

例: クラスタの SAP ホストのマッピング

# cluster host mapping
HostMapping =EP7 =78 =true.com,false.com,maybe.com =example.com

高可用性ク ラスタでは、 上記の例の HPOM メ ッセージ <HPOM_Msg_Node> に関連付けるホス ト名は

通常、 SAPLOCALHOST に定義されたホス ト と同じです (ただし必須ではあ り ません)。 SAPLOCALHOST
が <HPOM_Msg_Node> と同じかど うかによって、ホス トマッピング セクシ ョ ンに含める必要のある情

報が以下のよ うに異なり ます。

• If SAPLOCALHOST と  <HPOM_Msg_Node> が同じホス トの場合: 

物理ク ラスタ  ノードの リ ス トには、SAPLOCALHOST のエン ト リは不要です。 以下に例を示します。

=ClusterHostA,ClusterHostB =<HPOM_Msg_Node>

• If SAPLOCALHOST と  <HPOM_Msg_Node> が同じホス トではない場合:

物理ク ラスタ  ノードの リ ス トの 後に、 SAPLOCALHOST のエン ト リ を追加します。 以下に例を示

します。

=ClusterHostA,ClusterHostB,SAPLOCALHOST =<HPOM_Msg_Node>

自動アクシ ョ ンまたはオペレータ起動アクシ ョ ンが、SAP インスタンスが高可用性ク ラスタで実行され

てい る ノ ー ド 上で確実に SAP GUI を開 く こ と がで き る よ う に、 r3itosap.cfg フ ァ イ ルに

HostSapAssign エン ト リ を追加する必要があ り ます。 これによ り、変数 <HPOM_Msg_Node> に定義

されているク ラスタホス ト名を指定します。

HP Operations エージェン ト のホス ト 名と  IP アド レスの設定が、 SPI for SAP の中央設定ファ イル

r3itosap.cfg のホス ト マッピング セクシ ョ ンに定義した設定を無効にして、 ク ラスタから送信さ

れたメ ッセージに間違ったホス ト名が表示される という問題を回避する方法に関する詳細は、「ク ラスタ

ノード上のホス ト  マッピング」 (67 ページ)  を参照して ください。

5 変更内容を保存してポ リシー エディ タを終了します。 ポ リシーを保存する場合は、 設定ファイルのポ リ

シー タイプの命名規則を使用するこ とをお勧めします (例: global_r3itosap)。

6 SPI for SAP を使用して監視する管理対象ノードに r3itosap.cfg ポ リシーを配布します。 変更した

r3itosap.cfg ポ リシーを右ク リ ッ ク し、 以下のメニュー オプシ ョ ンを使用します。

[すべてのタスク ] → [配布先ノード ...]

短いホス ト名は、r3itosap.cfg ファ イルのホス トマッピング セクシ ョ ンでは使用できませ

ん。 r3itosap.cfg ファ イルのホス ト マッピング セクシ ョ ンに指定するすべてのホス ト名

には、 完全修飾ホス ト名を使用して ください。

高可用性ク ラスタ内のすべての物理ノードは、 HPOM コンソールに表示する必要があ り ます。

また、HPOM コンソールに、上記の例の <HPOM_Msg_Node> に定義するホス ト をノード  タイ

プ 「その他」 (メ ッセージのみ) と して追加する必要があ り ます。 高可用性環境での SPI for SAP
のセッ ト アップに関する詳細は、 「ク ラスタ環境における  SPI for SAP の設定」 (66 ページ) を
参照してください。
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r3itosap.cfg ポ リシーの情報は、 サービス自動検出ポ リシーの r3sdisc によって SAP ランド スケー

プのサービス  ビューの生成に使用されます。 サービス  ビュー機能を使用する予定の場合は、サービス自動検

出を実行する前に、 サービス  ビューを生成する管理対象ノードに r3itosap.cfg ポ リ シーを配布して く

ださい。

r3itosap.cfg ファ イルのホス ト  マッピング エン ト リには、ホス ト名の詳細が次のよ うに記述されている必要

があ り ます。

HostMapping <SID> =<NR> =<system_name>.true.hp.com =<system_name>.hp.com

こ こで、

SID: サーバーのシステム ID です。

NR: サーバーの NR 番号です。

サービス検出の実行とサービス  ビューの設定に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オ
ンライン ヘルプ 』 を参照してください。

SPI for SAPモニタの設定

SAP サーバーに配布され、 HPOM が管理する  SPI for SAP モニタには、 監視対象および監視方法に関する

情報が必要とな り ます。 モニタはこの情報を SPI for SAP にインス トールされているデフォルト設定ファイ

ルから取得します。 それぞれの SPI for SAP モニタには、 専用 のデフォルト設定ファイルがあ り ます。

この手順では、 設定ファ イルのポ リ シー エディ タを使用し、 SAP サーバーで実行される  SPI for SAP モニ

タのそれぞれに対して (デフォルト  ファ イルを元に) グローバル設定ファ イルを編集します。 設定ファ イル

を編集後、 HPOM に標準装備されているポ リシー配布機能を使い、 それらを SAP サーバーに配布します。

SPI for SAP モニタの設定ファイル ポ リシーを変更するには、 以下の手順を実施します。

1 HPOM のコンソール ツ リーに次のディ レク ト リ を表示します。 

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ] → [SPI for SAP] → [ja]

2 詳細ペインで、 設定対象モニタに関連する各設定ファイル (例: global_r3mondmp ファ イル) を探し

てダブルク リ ッ ク します。 図 5 (40 ページ)  に示すよ うに、 設定ファイル ポ リシー エディ タに選択した

ファイルが表示されます。

3 その他のグローバル設定ファイルはすべてデフォルトの状態で使用できますが、 初は必要のないメ ッ

セージを含め、 多数のメ ッセージを生成します。 たとえば、 必要なメ ッセージのみを受信するよ うに設

定ファイルを変更したい場合は、 [ConfigFile] コンテンツ ボッ クスの 後までスクロールして 、警告定

義を必要に応じて変更します。 SPI for SAP モニタのコンテンツと構文に関する詳細は、 『SPI for SAP
オンライン ヘルプ 』 を参照してください。 

図 5 (40 ページ)  に示す r3itosap.cfg ファ イルは、特定の 1 つのモニタに関連付けられた

ものではなく、 他のすべてのモニタが管理する  SAP システムにログオンするために使用する、

SPI for SAP の中央設定ファ イルです。 このファ イルは、 編集が必須な唯一のグローバル設定

ファイルです。
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4 ポ リシーを保存し、設定ファイル ポ リシー エディ タを終了します。 SPI for SAP r3mondmp モニタに対

して変更された設定ファイル ポ リシーは、 詳細ペインのポ リシー リ ス トに表示されます。

5 変更した設定ファイル ポ リシーを SAP 管理対象ノードに配布します。

SPI for SAP ポリシーの管理ノードへの配布

SPI for SAP ポ リ シーは、 ポ リ シー グループ SPI for SAP のデフォルト  グループに分類されます。 SPI for
SAP ポ リシー グループは次の通りです。

• SAP R3 6.xCI

• SAP R3 6.x/7.0AS/7.1kernel

• SAP R3 7.0CI/7.1kernel

• SAP NW Java Monitoring 7.0

• SAP NW Java Monitoring 7.1 

1 つの管理ノードに割り当てられるのは 1 つのポ リ シー グループのみです。 割り当てられるポ リ シー グ
ループは、 管理ノードで実行されているソフ ト ウェアとそのバージ ョ ン、 およびその管理ノードがセン ト ラ

ル インスタンスであるかアプリ ケーシ ョ ン サーバーのどちらであるかによって決定されます。

SPI for SAP のデフォルト  ポ リシー グループには、 Smart Plug-in for SAP で提供されるすべての SAP モ
ニタが含まれています。 ポ リシー グループを配布する と、 グループに含まれるモニタが自動的に有効になり

ます。 さ らに、 すべての SPI for SAP ポ リ シーは 「SPI for SAP Instrumentation」 カテゴ リに所属するた

め、 SPI for SAP ポ リシーまたはポ リシー グループを配布する と、 ポ リ シー配布操作によって、 必要な SPI
for SAP プログラムの配布がト リガされます。 SPI for SAP プログラム パッケージには、 SPI for SAP の機

能が正常に動作するために必要な、 アクシ ョ ン、 コマンド、 およびモニタが含まれています。

不要なメ ッセージの受信を避けるには、 次の手順を実行します。

1 デフォルトポ リ シー グループのコピーを作成し、そのコピーを修正し、必要なモニタおよびポ リ シーの

みを含むポリシー グループを独自に作成します。

2 Smart Plug-in for SAP で管理する ノードにポ リシーやモニタを配布する前に、 ご使用の環境に合わせ

てポ リシーやモニタを調整して ください。 これによ り不要なメ ッセージの受信を回避できます。

HPOM のツールを使用して r3moncol 構造の設定ファイルを編集する場合、編集したファイ

ルを保存しよ う とする と、 SPI for SAP が自動的にファ イルの内容の有効性を評価し、 設定エ

ラーを含むファ イルは保存させません。 有効性評価ツールとツールが生成する メ ッセージに関

する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-ins SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 を参照してく

ださい。

アラート  モニタの設定ファ イル ポ リ シーは、 対応するアラート  モニタ自体を配布する前に配布して くださ

い。 アラート  モニタは、 起動時にこれらの設定ファイルを読み取り ます。 たとえば、 対応するアラート  モニ

タである  r3moncts を配布する前に r3moncts 設定ファイル ポ リ シーを配布しておかなければなり ませ

ん。 詳細については、 「SPI for SAPモニタの設定」 (42 ページ) を参照してください。
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ポリシー グループの作成

HPOM 管理者と して、 図 6 (45 ページ) に示されているよ うに、 独自のポ リシー グループを作成します。 次
に、 新しいポ リシー グループから不要なポ リシーおよびモニタを削除します。

1 [ポリシー グループ] の項目を展開し、 [SPI for SAP] を展開して、 Smart Plug-in for SAP のデフォルト

ポ リ シー グループをすべて表示します。 

2 [SPI for SAP] を選択して右ク リ ッ ク し、 次のメニューを選択して、 新しいポ リシー グループを作成し

ます。

[新規作成] → [ポリシー グループ]

3 新しいポ リシー グループの名前および説明をフ ィールドに入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4 左のペインでポ リシーのコピー元となる既存のポリシー グループを選択します。 選択したポ リ シー グ
ループは、詳細ペインの新しいポ リシー グループに重なるよ うにド ラ ッグし、先ほど作成したポ リ シー

グループにド ロ ップします。

ポリシー グループの配布

配布するポ リシーとポ リシー グループは、 管理対象ノードにインス トールした SAP のバージ ョ ンと、 その

管理対象ノードがセン ト ラル インスタンスであるかアプリ ケーシ ョ ン サーバーであるかによ り異な り ます。 

1 コンソール ツ リーで、 作成した新しいポ リシー グループ (必要なモニタも含む) を選択して右ク リ ッ ク

し、 次のメニュー オプシ ョ ンを使用します。

[すべてのタスク ] → [配布先ノード ...]

2 [ポ リシーの配布先... ] ウ ィンド ウを使用し、新しいポ リシー グループの配布先となる管理対象ノードを

選択します。

3 [OK] をク リ ッ ク して配布を終了します。

4 ポ リシーが正常に配布されたかど うかを確認するには、 管理ノードを右ク リ ッ ク し、 表示される ド ロ ッ

プ ダウン メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

[表示] → [ポリシー インベン ト リ ]

SAP 専用のポ リシー グループに個々のポリシーが不足している場合に、 以上の手順を使用して

配布します。

モニタによっては SAP の設定が必要となる場合があ り ます。 SAP 固有のタスクの情報に関す

る詳細は、 「HPOM 管理タスクの設定」 (39 ページ) を参照して ください。
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図 6　ポリシー グループからのポリシーの削除

HP Operations エージェン ト を設定して、 特権のないユーザーを Windows ノードで使用するこ とができま

す。 詳細については、 「SPI for SAP での、 特権を持たない Windows ユーザーの使用」 (119 ページ) を参照

して ください。
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第 5 章　SPI for SAP ツールの使用 
HPOM コンソール ツ リーの [ツール] フォルダには、 SAP NetWeaver 環境の管理に使用できるツールが表

示されます。 以下の操作を実行できます。

• ツールの起動

• 選択したノードへのコマンドのブロードキャス ト

SPI for SAP ツール グループ

SPI for SAP をインス トールする と、 [ツール] フォルダ内に次のツール グループが追加されます。

• SAP R/3 管理

• SAP R/3 NT

• SAP R/3 UN*X

[SAP R/3 管理] ツール グループ

[SAP R/3 管理] ツール グループには、 グローバル設定ファイルを編集して配布するためのツールと、 その

他の管理機能 (SAP 移送を管理ノード上の SAP 移送ディ レク ト リに移動する機能など) が含まれています。

次に、[SAP R/3 管理] ツール グループに表示されるツールの一覧と 、各ツールの実行内容の概要を示します。
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表 7　 SAP R/3 管理ツール

モニタ設定の編集と配布に関する詳細は、 『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

[SAP R/3 UN*X] および [SAP R/3 NT] ツール グループ

この 2 つのグループには、それぞれ UNIX プラ ッ ト フォームと  Windows プラ ッ ト フォームで、SAP フロン

トエンドを直接的かつ状況に応じて起動するためのツールが含まれています。 たとえば、 パフォーマンス  ア
ラートが発生したと きに [Performance] アイコンをク リ ッ クすれば、 SAP パフォーマンス分析ツール

が開きます。 

[SAP R/3 UN*X] グループにはさ らに、 ターミナル出力を対話的に操作する複数のツールも含まれてい

ます。 たと えば次のよう なツールです。 [Check R/3 Database]、[Status R/3 Config]、[Version
Verify] これらのツールは、 Microsoft Windows プラ ッ ト フォームではサポート されていません。

これらのグループからツールを選択する場合は、 その前にツールの実行対象になる管理ノードを選択する必

要があ り ます。 ツールは必ず、管理ノードのプラ ッ ト フォーム (UNIX または Microsoft Windows) に対応す

るツール グループから選択してください。

次の表に、[SAP R/3 UN*X] および [SAP R/3 NT] ツール グループに表示されるツールの一覧と、各

ツールの実行内容の概要を示します。

ツール 説明

SAP NetWeaver 

接続チェッ ク

SPI for SAP と  SAP NetWeaver Web Application Server との間で接続が

正し く確立されたかど うかをチェッ ク します。

SPI SAP NetWeaver 

設定作成

SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) 用の監視環境の設定を支

援します。

パフォーマンス パッケージ

のインス トール (UNIX)

パフォーマンス  パッケージを UNIX ノードにインス トールします。

パフォーマンス パッケージ

のインス トール 
(Windows)

パフォーマンス  パッケージを Windows ノードにインス トールします。

RFC ライブラ リの

インス トール

ダウンロード した RFC ライブラ リ を管理サーバー上の適切なディレク ト リ

にインス トールします。

Remove Performance 
Package (UNIX)

UNIX ノード上のパフォーマンス  パッケージを削除します。

Remove Performance 
Package (Windows)

Windows ノード上のパフォーマンス  パッケージを削除します。

統計レコード書き込み SAP に統計レコードを書き込みます。
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表 8　 SAP ト ランザクシ ョ ンを呼び出す SPI for SAP ツール

ツール 説明
SAP ト ランザクシ ョ ン 

コード

コン ト ロール パネル CCMS コン ト ロール パネル RZ03

DB パフォーマンス テーブルおよびインデッ ク スでデータベー

ス  パフォーマンスを表示します。

DB02

ゲート ウェイ ゲート ウェイ  モニタ SMGW

ジ ョブの保守 バッ クグラウンド  ジ ョブを定義します。 SM36

ジ ョブ概要 バッ クグラウンド  ジ ョブのステータス SMX

ジ ョブ パフォーマンス ジ ョブ パフォーマンス SM39

しきい値の保守 しきい値を管理します。 RZ06

操作モード 操作モードを保守します。 RZ04

操作セッ ト 操作セッ ト を保守します。 SM63

パフォーマンス ワークロードの分析 ST03

プロセス プロセスの概要 SM50

プロファイルの保守 プロファイルの保守 RZ10

サーバー サーバーの概要 SM51

Syslog システム ログのローカル分析 SM21

ユーザー ユーザーの概要 AL08
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ツールの起動

ツールを起動するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールで、 [ツール] → [SPI for SAP] → [<Tools>] を選択します。

2 詳細ペインで、起動するツールを右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [ツールの起動] を選択します。 [こ
のツールの起動場所の選択] ダイアログ ボッ クスが開きます。

3 そのダイアログ ボッ クスで、 設定する ノードごとに横のチェッ クボッ クスを選択し、 [起動...] ボタンを

ク リ ッ ク します。
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第 6 章　SPI for SAP ポリシーの使用と

カスタマイズ 
SPI for SAP ポ リシーを使用する と、SAP Application サーバーを監視できます。 これらのポ リシーは、ユー

ザーの IT 環境に応じてカスタマイズします。 この章では、SPI for SAP ポ リシーについての一般的なガイ ド

ラ インを示し、 ポ リ シーのカスタマイズ方法について説明します。 詳細については、 『SPI for SAP オンライ

ン ヘルプ 』 のポ リ シーの項を参照してください。

SPI for SAP ポリシー グループおよびタイプ

SPI for SAP ポ リシーは、ユーザーの IT 環境の必要に応じてカスタマイズできます。 ただし、 これらのポ リ

シーは変更しな くても使用できます。

SPI for SAP ポリシー グループ

SPI for SAP ポ リシーは、 SPI for SAP ポ リシー グループの下に整理されています。

SPI for SAP には、 以下のポリシー グループが含まれています。
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SAP NW Java Monitoring 7.0: このグループは、 SAP NetWeaver Web Application Server の J2EE
Engine の稼動状態を監視します。 一連のポ リ シーを使って、 SAP NetWeaver Web Application Server の
J2EE Engine の稼動状態、 可用性、 パフォーマンスを示すメ ト リ ッ クを収集できます。

SAP NW Java Monitoring 7.1: このグループは、 SAP NetWeaver Web Application Server の J2EE
Engine の稼動状態を監視します。 一連のポ リ シーを使って、 SAP NetWeaver Web Application Server の
J2EE Engine の稼動状態、 可用性、 パフォーマンスを示すメ ト リ ッ クを収集できます。

SAP R3 6.x/7.0AS/7.1kernel: このグループには、 SAP バージ ョ ン 6.40、 7.0、 および 7.1 のアプ リ ケー

シ ョ ン サーバー上の Web Application サーバー ABAP の可用性と稼動状態を監視するためのポ リ シーが含

まれます。 これには、 ト レース  ファ イル、ディ スパッチャ、およびワーク  プロセスに関連する メ ト リ ッ クが

含まれます。

SAP R3 6.xCI:  このグループには、SAP バージ ョ ン 6.40 のセン ト ラル インスタンス用の Web Application
サーバー ABAP の稼動状態と可用性を監視するためのポ リシーが含まれます。 これには、Idocs、CTS、ABAP
ダンプ、 ロ ッ ク、 ジ ョブ、 RFC 宛先、 スプール、 セキュ リ テ ィ、 アップデート、 ユーザー、 ワーク  プロセ

スに関連する メ ト リ ッ クが含まれます。

SAP R3 7.0CI/7.1kernel: このグループには、 SAP バージ ョ ン 7.0 および 7.1 のセン ト ラル インスタンス

用の Web Application サーバー ABAP の稼動状態と可用性を監視するためのポ リ シーが含まれます。 これ

には、 Idocs、 CTS、 ABAP ダンプ、 ロ ッ ク、 ジ ョブ、 RFC 宛先、 スプール、 セキュ リ ティ、 アップデート、

ユーザー、 ワーク  プロセスに関連する メ ト リ ッ クが含まれます。

SPI for SAPポリシー タイプ

SPI for SAP ポ リシーには、 次の 2 つのタイプがあ り ます。

• Measurement Threshold ポ リシーは、 個々のメ ト リ ッ クに関連する事項のみを扱います。

• Scheduled Task ポ リシーは、 特定の時間内に収集されるすべてのメ ト リ ッ クに関係します。

Measurement Threshold ポリシー と  Scheduled Task ポリシー

Measurement Threshold ポ リ シーは、 個々のメ ト リ ッ クについて収集されたデータの解析方法を定義しま

す。 ポ リ シーに含まれるルールは、 しきい値や、 しきい値に達した場合またはしきい値を超えた場合のアク

ショ ンを決定します。 通常、 しきい値を超えると 、 HPOM メ ッ セージ  ブラウザに警告やメ ッ セージが表示さ

れます。 HPOM でポ リシーをダブルク リ ッ ク し、[しきい値レベル] タブ ページを選択する と、Measurement
Threshold ポ リシー内のしきい値を変更できます。 

Scheduled Task ポ リ シーは、 指定した収集時間内に収集される メ ト リ ッ クを定義します。 Scheduled Task
ポ リシーをダブルク リ ッ クする と、そのポ リシーの機能を確認できます。 ポ リシーの [タスク ] タブ ページの

[コマンド ] テキス ト  ボッ クスには、 ターゲッ トのメ ト リ ッ クの リ ス トが表示されます。
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メ ト リ ッ ク  SPISAP_0231 の入力値は、 そのしきい値の限度と比較されます。 以下の図では、 しきい値の限

度が 500 に設定されています。

モニタ  ポ リシーは、指定された間隔で収集するよ う スケジュール設定された SPI for SAP アプリ ケーシ ョ ン

のすべてのメ ト リ ッ クを定義します。 各モニタ  ポ リシーの名前には、 収集間隔が含まれています (たとえば

SPISAP-71-High_1h であれば、 収集間隔は 1 時間です)。 モニタ  ポ リシーを開く と、 -m オプシ ョ ンの後の

間隔で収集されたすべてのメ ト リ ッ クが番号で表示されます。

ポリシーの基本的なカスタマイズ

この項では、 しきい値の変更、 データ収集のメ ト リ ッ クのスケジュール設定または削除、 メ ト リ ッ ク  ポ リ

シーやコレクタ  ポ リシーを開く こ となど、 ポ リ シーの基本的なカスタマイズについて説明します。 

ポ リシーのカスタマイズを開始する前に、元のポ リシーのコピーを作成してデフォルト  ポ リ シーを残してお

いてください。

メ ト リ ッ ク  ポリシーの変更

メ ト リ ッ ク属性は、 SPI for SAP のすべての監視対象のインスタンスについて変更できます。 
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しきい値レベルとアクシ ョ ン

しきい値レベルとアクシ ョ ンを変更するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager] → [ポリシー管理] → [ポリシー グループ] → [SPI for
SAP] を選択します。 

2 目的のポリシーを選択します。

3 しきい値を変更するポ リシーをダブルク リ ッ ク します。 ポ リシー ウ ィンド ウが表示されます。

4 [しきい値レベル] タブを選択します。

5 [レベルの概要] ペインで、[しきい値レベル] をク リ ッ ク します。 [しきい値レベル] ウ ィンド ウが表示され

ます。

このウ ィンド ウで、 メ ト リ ッ ク属性を変更できます。

上図では、 しきい値の限度が 1e+006 に設定されています。 しきい値の限度が 1e+006 を超える と、 重要度

が設定されたアラート  メ ッセージが発生します。

以下のメ ト リ ッ ク属性を変更できます。

• しきい値の限度: この値に達した場合に、 または超えた場合に、 メ ッセージが生成されます。

• 短時間のピーク : 小時間。 この時間内に監視対象の値がしきい値を超えた場合にのみメ ッセージが生

成されます。 メ ッセージが送信されるのは、 選択した時間内で値を評価するたびにこの値がしきい値を

超えている場合だけです。 時間を 0 に設定した場合、 またはこのボッ クスを空白のままにした場合、 値

がしきい値に達するか、 またはしきい値を超えたこ とを HPOM が検出する と、 直ちに警告通知が生成

されます。

• リセッ ト : 低制限値。監視対象の値がこの限度よ り小さ くなったと き  ( 小しきい値の場合はこの限度

を超えたと き ) にだけ、 監視対象のオブジェク トのステータスが正常域に戻り ます。
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以下の図に示すよ うに、[しきい値レベル] ウ ィンド ウには 3 つのアクシ ョ ン タブがあ り ます。 アクシ ョ ン タ
ブの 1 つをク リ ッ ク し、 関連アクシ ョ ンを設定します。

• 開始アクシ ョ ン: 初めてしきい値を超えたと きに実行されるアクシ ョ ン

• 継続アクシ ョ ン : リセッ ト値に達していない場合に、 その後の各ポーリ ング間隔ごとに実行されるアク

シ ョ ン

• 終了アクシ ョ ン: しきい値がリセッ ト値を通過した後に実行されるアクシ ョ ン

各アクシ ョ ン タブで、 実行するアクシ ョ ンのタイプを設定できます。

SPI for SAP によ り、 Performance Manager のグラフやレポート を生成した り、 カスタム プログラムを追

加したりできます。 以下の手順によ り、 レポートやグラフを生成できます。

• 自動コマンド : ルールに合致したと きに実行されるコマンド 。 SPI for SAP に付属の自動コマンド によっ

てスナップシ ョ ッ ト注釈レポートが生成されます。 そこにはしきい値を超えたこ とによってアクシ ョ ン

が実行された時点のデータ値が示されます。 レポートは、 メ ッセージの注釈に表示できます。

• オペレータ起動コマンド : ルールがメ ッセージ ブラウザに送信する メ ッセージに添付されるコマンド。 こ
のコマンドは、 メ ッセージ ブラウザから起動できます。 SPI for SAP に付属のオペレータ起動コマンド

を使用する と、 オペレータは、 [アクシ ョ ン起動] ボタンをク リ ッ クするこ とによって、 しきい値を超え

たため (関連する他のメ ト リ ッ ク値と と もに) メ ッセージを生成したメ ト リ ッ クのグラフを表示できる

よ うにな り ます。

メ ッセージの重要度

ポ リシーのメ ッセージと重要度を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager] → [ポリシー管理] → [ポリシー グループ] → [SPI for
SAP] → [ja]を選択します。

2 重要度と メ ッセージ テキス ト を変更するポ リシーをダブルク リ ッ ク します。 [Scheduled Task] ウ ィン

ド ウが表示されます。

3 [レベルの概要] ペインで、[しきい値レベル] をク リ ッ ク します。 [しきい値レベル] ウ ィンド ウが表示され

ます。 
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4 [開始アクシ ョ ン] タブをク リ ッ ク し、 [メ ッセージ...] をク リ ッ ク します。 [発信メ ッセージ] ウ ィンド ウが

表示されます。

以下の属性を変更できます。

重要度: このメ ッセージを生成したイベン トの重要性を示します。

メ ッセージ テキスト : メ ッセージのテキス ト を変更できますが、 メ ッセージ内のパラ メータは変更しな

いでください (パラ メータは $ で始ま り  <> 括弧で囲まれています)。

5 [OK] をク リ ッ ク し、 変更を保存します。
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ポリシーの高度なカスタマイズ

ポ リシーの高度なカスタマイズでは、デフォルトのポ リシー グループのコピーを作成していくつかの設定値

を変更し、 ポ リシーのコマンド行内でメ ト リ ッ クのグループ全体を削除します。

新しいポリシー グループの作成

新しいポ リ シー グループを作成するこ とによって、 カスタム ポ リ シーを元のデフォルト  ポ リシーから独立

させるこ とができます。 新しいポ リシー グループを作成する前に、 変更する メ ト リ ッ クおよびポ リ シーを決

定する必要があ り ます。 新しいポ リシー グループを作成するには、 以下の手順を実行します。

1 新しいポ リシー グループを作成します。

a HPOM コンソールから、 [Operations Manager] → [ポリシー管理] → [ポリシー グループ] → [SPI
for SAP] を選択します。

b コピーするポ リシー グループを右ク リ ッ ク し、 [コピー ] を選択します。 たとえば、 [SAP NW Java
Monitoring 7.0] の下の [Metrics] ポ リシー グループを右ク リ ッ ク し、 [コピー ] を選択します。

c このポ リシー グループを配置するグループを右ク リ ッ ク し  [貼り付け] を選択します。 たとえば、

[SAP NW Java Monitoring 7.0] を右ク リ ッ ク し、 [貼り付け] をク リ ッ ク します。

d 新しいグループの名前を右ク リ ッ ク し  [名前の変更] を選択します。

2 新しいポ リシー グループ内の元のポリシーの名前を右ク リ ッ ク します。

a 新しいポ リシー グループをダブルク リ ッ ク して、 ポ リ シーのリ ス ト を取得します。

b ポ リシーをダブルク リ ッ ク します。 ポ リシー ウ ィンド ウが表示されます。

c [ファイル] → [名前を付けて保存] をク リ ッ クします。 [名前をつけて保存] ウィ ンド ウが表示されます。

d 新しいポ リシー名を入力し  [OK] をク リ ッ ク します。

e [ファイル] → [終了] をク リ ッ ク し、 ポ リ シー ウ ィンド ウを閉じます。

3 新しいポ リシー グループ内のポ リシーをすべて削除します。 それには、ポ リシーを選択して削除します。

テキスト  ベースのレポートの表示

ポ リ シーには、 しきい値違反またはエラー条件のアクシ ョ ンが定義されているものがあ り ます。 これらのア

クシ ョ ンは、 自動的にレポート を生成します。 レポートは、 警告通知が行われた頃にサーバーから収集した

データ値のスナップシ ョ ッ トです。

自動コマンド  レポート

多くのメ ト リ ッ クは、 自動コマンド  レポート を生成します。 これらのレポートは、 HPOM で警告通知が発

行される と直ちに生成されます。 自動コマンド  レポートは、 しきい値が超えた単一の SPI for SAP インスタ

ンスについて生成されます。

この項で説明しているレポートは、 HP Reporter のレポート とは異な り ます。 HP Reporter のレポート で

は、統合データが、管理用のプレゼンテーシ ョ ン形式で Web ページと して生成されます。 「Integrating the
SPI for SAP with Reporter」 (75 ページ) を参照してください。
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HPOM から自動コマンド  レポート を実行する と、追加データについてのクエリがサーバーに送信されます。

SUIAON 列を表示するよ うに HPOM コンソール メ ッセージ ブラウザを設定する と、「A」 列の下に 「S」 が

表示されます (次図を参照)。 これは、 生成されたレポートが [メ ッセージ プロパティ ] の [注釈] 領域で使用

できるこ とを示します。

自動コマンド  レポート を表示するには、 以下のいずれかの手順を実行します。

• HPOM メ ッセージ ブラウザでメ ッセージをダブルク リ ッ ク します。 [メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド

ウが表示されます。 [注釈] タブを選択します。

• メ ッセージを右ク リ ッ ク し、[注釈] を選択します。 [メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

レポートは、 [メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウに表示されます。 レポートには、単一のサーバーのデータ

値が表示されます。 ウ ィンド ウ内の列の説明に、 さ らに詳しい説明があ り ます。

手作業で生成するレポート

レポートは、 管理ノードに設定されたすべての SPI for SAP インスタンスについて生成されます。 手作業で

生成するレポート は、単一の SPI for SAP サーバー インスタンスに対して生成される自動コマンド  レポート

とは対照的に、 管理ノード上のすべての SPI for SAP サーバー インスタンスの現在の状態が反映されます。

手作業でレポート を生成するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager] → [ツール] → [SPI for SAP] → [ja] を選択します。

2 表示するレポート をダブルク リ ッ ク します。 [このツールの起動場所の選択] ウィ ンド ウが表示されます。

3 レポート を表示させる管理ノードを選択し、 [起動] をク リ ッ ク します。 [ツールのステータス ] ウ ィンド

ウが表示されます。

4 ツールの出力フ ィールドでレポート を確認します。

5 [閉じる] をク リ ッ ク して、 フ ィールドを閉じます。
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第 7 章　高可用性環境での SPI for SAP
この項では、SPI for SAP を MC/ServiceGuard または Microsoft ク ラスタなどの高可用性環境にインス トー

ルし、 設定する手順について説明します。 この項では、 設定に関する説明に焦点を当てていますが、 SPI for
SAP に関する限り、 他の高可用性環境においても基本的な概念は同じです。 

クラスタ構成

SAP ランド スケープでの も一般的な高可用性ソフ ト ウェアの実装は、 ク ラスタ内にセン ト ラル インスタ

ンス  サーバーとデータベース  サーバーを構成し、 単一の統合高可用性パッケージをセン ト ラル インスタン

ス  サーバーにインス トールする、または、2 つの個別の高可用性パッケージをセン ト ラル インスタンス  サー

バーとデータベース  サーバーにそれぞれインス トールする形態のいずれかです。 アプ リ ケーシ ョ ン サー

バーは、 一般的には、 高可用性ク ラスタの一部と しては構成しません。 この項では、 以下の 2 つの構成を詳

し く説明します。

• シングル パッケージ構成

シングル パッケージ構成では、 SAP データベースとセン ト ラル インスタンスが同一のサーバー上に位

置し、 同一の高可用性パッケージに含まれます。 問題が発生した場合には、 統合パッケージは一時的に

セカンダ リ  ノードに切り替えられます。

• ツイン パッケージ構成

ツイン パッケージ構成では、SAP データベースとセン ト ラル インスタンスは、それぞれ個別のサーバー

上に位置します。 プライマ リ  (物理ホス ト  1) ノードまたはセカンダ リ  (物理ホス ト  2 またはバッ クアッ

プ) ノードで障害が発生した場合には、 どちらのパッケージも一時的に代替ノードへ切り替えるこ とが

できます。

シングルパッケージ構成

シングル パッケージの概念では、 通常時にデータベースとセン ト ラル インスタンスを実行するサーバーが、

も う  1 台のサーバーと と もに単一のク ラスタ内に含まれます。 も う一方のサーバーは、 パッケージの切り替

えが発生した際にセカンダ リ  ノード と して動作します。 セカンダ リ  ノードには、次のいずれかの役割を果た

しているシステムを使用するこ とができます。

• SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバー

• SAP テス ト /開発システム

• 待機用システム

この項では、 SPI for SAP を設定して、高可用性環境で構成されている管理ノード上で SAP を管理

する方法について説明します。 高可用性環境で HPOM 管理サーバーを設定する場合は、 HPOM の
マニュアルを参照してください。
59



図 7 (60 ページ) では、 ク ラスタに含まれていないアプリ ケーシ ョ ン サーバーは、 ク ラスタ  パッケージを実

行している ノードの固定 IP アドレスを参照するのではなく、 再配置可能 IP アドレスでク ラスタ  パッケー

ジ (❸) を参照します。 障害が発生する と、 プライマ リ または物理ホス ト  1 ノード  (ク ラスタ  ノード  ❶) 上の

セン ト ラル インスタンス とデータベースが停止され、セカンダ リ または物理ホス ト  2 ノード  (ク ラスタ  ノー

ド  ❷) 上で再開されます。 同時に、 プライマ リ  ノード上の共有ディ スクは非アクティブ化され、 セカンダ リ

ノード上で再びアクティブ化されます。

図 7　シングルパッケージ構成

ク ラスタ  ソフ ト ウェアによるこれらのアクシ ョ ンが完了する と、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーはセン ト ラル

インスタンス とデータベース  (図 7 (60 ページ) の ❸) に再接続できます。 このと き、 アプリ ケーシ ョ ン サー

バーは、 切り替え前と同じ再配置可能 IP アドレスを使用して接続します (その名前が示す通り、 IP アドレ

スはパッケージと と もに移動します)。

ツイン パッケージ構成

ツイン パッケージ構成では、 セン ト ラル インスタンス とデータベースをそれぞれ個別のサーバーにインス

トールします。 こ こでは 図 8 (61 ページ) に示すとおり、 便宜上それぞれのク ラスタ  ノードを ❶ および ❷
と呼びます。 セン ト ラル インスタンス  サーバーとデータベース  サーバーは高可用性ク ラスタを形成し、パッ

ケージ切り替え時には両方のサーバーが相手のセカンダ リ  ノード と して動作します。
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図 8　パッケージ切り替え前のツイン パッケージ構成

アプリ ケーシ ョ ン サーバーはク ラスタには含まれていません。 図 8 (61 ページ) に示すよ うに、 アプ リ ケー

シ ョ ン サーバーは、 ク ラスタ  ノード  ❶ および ❷ の固定 IP アドレスではなく、 それぞれのパッケージの再

配置可能 IP アドレスでパッケージを参照します。

セン ト ラル インスタンス  サーバーで障害が特定される と、 ク ラスタ  ノード  (❶) のセン ト ラル インスタンス

(❸) は停止され、 ク ラスタ  ノード  (❷) で再起動されます。 同時に、 ホス ト  ノード上のセン ト ラル インスタ

ンスの共有ディ スクは非アクティブ化され、 セカンダ リ  ノード上で再びアクティブ化されます。 

図 9 (62 ページ) は、SAP セン ト ラル インスタンス  パッケージ (❸) の切り替え後の状況を示しています。 セ
ン ト ラル インスタンス  パッケージがク ラスタ  ノード  (❷) 上で起動および実行される と間もな く、 アプ リ

ケーシ ョ ン サーバーは、フェイルオーバー前と同じ  IP アドレスを使用してセン ト ラル インスタンスに再接

続できます。 セン ト ラル インスタンス  パッケージの再配置可能 IP アドレスは、 その名が示す通り、 フェイ

ルオーバー発生時にパッケージと と もに移動します。
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図 9　パッケージ切り替え後のツイン パッケージ構成

前提条件

この項には、 高可用性環境での SPI for SAP のインス トールと設定に役立つ情報を記載しています。 高可用

性ソフ ト ウェアや HPOM をセッ ト アップする方法の説明ではあ り ません。 SPI for SAP を高可用性環境に

インス トールする手順を開始する前に、 以下の項の情報をよ くお読みください。

• 「ソフ ト ウェア要件」 (62 ページ) 

• 「構成の要件」 (63 ページ) 

• 「サービス  レポート とパフォーマンス  グラフ」 (63 ページ) 

• 「サービス  ビュー」 (63 ページ) 

ソフ トウェア要件

ご使用の SAP ランド スケープにおいて、 ク ラスタ  ソフ ト ウェアが正し く インス トールおよび設定され、 ク

ラスタが正常に機能している必要があ り ます。 たとえば、セン ト ラル インスタンス  サーバーとデータベース

サーバーに単一のパッケージを設定するか、 それぞれのサーバーにパッケージを個別に設定するかを決定す

る必要があ り ます。 こ こでの決定が後の設定手順で重要になり ます。
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構成の要件

高可用性ク ラスタ内の SAP サーバーは、 適切な HPOM のエージェン ト  ソフ ト ウェアと機能がインス トー

ルおよび実行されている  HPOM 管理ノード と して設定されている必要があ り ます。 

サービス レポート とパフォーマンス グラフ

高可用性ク ラスタ内のすべてのノードに対して SPI for SAP のサービス  レポート とパフォーマンス  グラフ

を生成したい場合は、 以下の条件を満たす必要があ り ます。

• 適切な Performance Agent 機能 (HP Software Embedded Performance Component または HP
Performance Agent) がインス トールおよび設定され、ク ラスタ内のすべてのノードで使用可能になって

いるこ と。

• 適切な SPI for SAP R/3 Performance Agent 機能がインス トールおよび設定され、高可用性ク ラスタ内

のすべての物理ノードで使用可能になっている こ と。 SPI for SAP R/3 Performance Agent のインス

トールと設定に関する詳細は、 『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

• HP Performance Manager と  HP Reporter が、 高可用性ク ラスタ内のノードを参照できるマシン上に

インス トールされ、 正し く設定され、 使用可能であるこ と。 これらのサービスは、 通常はク ラスタの一

部ではない (ク ラスタの一部とする必要がない) こ とに注意してください。

サービス ビュー

SPI for SAP に付属のツールを使用して、サービス  ビューを自動的に生成するこ とができます。 SPI for SAP
でサービス  ビューを使用したい場合は、 SAP 環境内で SPI for SAP の監視対象とするサービスを参照でき

るよ うに設定する必要があ り ます。

高可用性ク ラスタ内のすべての物理ノードは、HPOM コンソールに追加されていなくてはなり ませ

ん。 さ らに、 r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セクシ ョ ンに HPOM メ ッセージ ホス ト

名と して定義したホス ト名について、HPOM コンソールで、システム タイプを 「その他」 (メ ッセー

ジのみ) と してホス ト を追加する必要があ り ます。 詳細については、「監視対象の SAP システムの指

定」 (39 ページ) を参照してください。

サービス検出プロセスは、 r3itosap.cfg ファ イルに保存されている情報を使用し、監視対象の

SAP システムを決定します。 r3itosap.cfg ファ イルの Host - Mapping セクシ ョ ンに、 高可用

性ク ラスタ内のノード名を入力する必要があ り ます。 詳細については、「ク ラスタ環境における  SPI
for SAP の設定」 (66 ページ) を参照してください。
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クラスタ環境における SPI for SAP のインストール

高可用性環境で SPI for SAP を使用するには、HPOM エージェン ト と  SPI for SAP インス トルメンテーシ ョ

ン、およびポ リシーを、ク ラスタ内の SAP パッケージが実行されるすべてのノード、つま りプライマ リ  ノー

ド とセカンダ リ  ノードの両方にインス トールする必要があ り ます。

SPI for SAP をク ラスタ  ノードに配布する前に、適切な SPI for SAP のポリシーを配布する必要があ り ます。

たとえば、 SAP R/3 6.x セン ト ラル インスタンス  を含むパッケージを実行するすべての管理ノードには、

SAP R3 6.xCI などのセン ト ラル インスタンス  ポ リシー グループを配布する必要があ り ます。 また、SAP
R/3 7.0 セン ト ラル インスタンスを含むパッケージを実行するすべての管理ノードには、 ポ リシー グループ

SAP R3 7.0CI/7.1kernel を配布する必要があ り ます。

ノード上で SAP インスタンスが実行されていない場合には SPI for SAP モニタはインス トール直後から機

能しますが、 メ ッセージは生成されません。

SAP パッケージが実行されていない待機ノードで SAP ダイアログを開く  SPI for SAP ツールを実行しよ う

とする と、 エラーが返されるこ とに注意して ください。

すでに管理対象ク ラスタ  ノード上でアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスが実行中の場合は、 モニタが

実行されてアプ リ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスに関連する メ ッセージを生成します。 通常セン ト ラル

インスタンス  サーバー上でのみ実行されるモニタは、そのモニタがパッケージ切り替え後に開始された場合

に、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスの障害に関連する メ ッセージを生成しないよ うに設定する必

要があ り ます。 これによ り、 メ ッセージが重複した り、 紛らわしいメ ッセージが生成された りするこ とを防

止できます。 詳細については、 「特別な設定を必要とするケース」 (70 ページ) を参照してください。

SPI for SAP モニタのインストール

SPI for SAP モニタを高可用性環境にインス トールするには、 通常の環境へのインス トールと同じよ うに、

標準の HPOM ポ リ シー配布のメカニズムを使用します。 唯一の違いは、 ク ラスタ内の各物理ノードに対し

て以下の操作が必要な点です。

1 前提条件

SPI for SAP のアクシ ョ ン、 コマン ド、 モニタ、 およびポ リ シーのインス トールを開始する前に、

SAP 環境の日次バッ クアップが正し くセッ ト アップされ、復元に使用できる有効なバッ クアップが

用意されているこ とを確認してください。

ただし、 モニタを初回に実行した後は、 r3status モニタが SAP システム ダウン メ ッセージを送信しま

す。 r3itosap.cfg ファ イルの HostMapping エン ト リによって、 システムの物理ホス トの名前はセン ト

ラル インスタンスの仮想ホス トの名前に対応付けられています。 メ ッセージ ブラウザは、 このメ ッセージ

が仮想ホス ト名から発信されているこ とを示します。 他のノード  (SAP が実行中のノード ) の r3status モニ

タも初回実行されている場合、 モニタは SAP システム起動メ ッセージを送信し、 そのメ ッセージは仮想ホ

ス ト名からの送信メ ッセージと して再度表示されます。 実際には、仮想ホス トから  2 つの正反対のメ ッセー

ジが同時に送られるこ とにな り ます。 これらのメ ッセージの順序は予測できません。 これは、 r3status を
初回に実行する場合にのみ発生します。 初期段階では、 各ノードで r3status.his ファ イルは使用でき

ないためです。 r3status モニタは、 ノードの現在のステータスが前回実行時と異なる場合にのみメ ッセー

ジを送信します。 ステータスは r3status.his ファ イルに保存されています。
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この項で説明する  SPI for SAP モニタのインス トールを始める前に、「SAP 固有タスクの設定」 (29 ペー

ジ) の項で説明したすべての手順を完了しているこ とを確認します。 こ こでは、SAP と  HPOM が効率的

に通信するために必要な、 適切なアカウン ト、 ログオン、 パス、 および権限を設定するプロセスが一通

り説明されています。

2 高可用性クラスタを反映した r3itosap.cfg ファイルのセッ トアップ

高可用性ク ラスタの設定に関する情報を、r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セクシ ョ ンに入

力する必要があ り ます。 r3itosap.cfg は、SPI for SAP で監視する  SAP システムを指定するために

使用するファ イルです。 r3itosap.cfg ファ イルに関する詳細は、 「監視対象の SAP システムの指

定」 (39 ページ) を参照してください。

3 モニタ設定のチェ ック

ク ラスタ  ノード上で実行する  SPI for SAP モニタを設定します。 高可用性ク ラスタ内のすべてのノード

に対する設定は同一でなくてはなり ません。 同一に設定しておく と、 パッケージの切り替え後に、 紛ら

わしいメ ッセージや誤解をまねく可能性のあるパフォーマンス  データが生成されるのを回避できます。

詳細については、 「SPI for SAP モニタの設定値のセッ ト アップ」 (34 ページ) を参照してください。

4 SPI for SAP コンポーネン トの配布

HPOM コンソールを使用して、 ク ラスタ内の各物理ノードに適切な SPI for SAP コンポーネン ト を配

布します。 配布するポ リシーは、管理ノードで実行されている  SAP のバージ ョ ンと一致していなくては

なり ません。 さ らに、 ク ラスタ内のすべてのノードに対して、全く同一のコンポーネン ト  (インス トルメ

ンテーシ ョ ンおよびポ リ シー ) を配布する必要があ り ます。 同一のコンポーネン ト を配布する こ とで、

SAP インスタンスがどこで実行されているかに関係なく、 SPI for SAP が同じ  SAP インスタンスを同

じ方法で監視し続けるよ うにするこ とができます。

HPOM 管理ノードへの SPI for SAP コンポーネン トの配布に関する詳細は、 「HPOM 管理タスクの設

定」 (39 ページ) を参照してください。 高可用性ク ラスタ内の各ノードに対して、 すべての手順を実行す

る必要があ り ます。

5 特別な考慮点

高可用性ク ラスタの各ノード上で、 各モニタが、 フェイルオーバーによるパッケージの切り替えの前に

も後でも、履歴ファイル r3<monitor_name>.his を確実に参照できるよ うにします。 これには、各

モニタの設定ファ イル r3<monitor_name>.cfg で履歴パスを設定します。 SPI for SAP モニタ履

歴ファイルの場所と、設定または変更が必要なオプシ ョ ンに関する詳細は、「高可用性ク ラスタにおける

履歴ファイルの監視」 (68 ページ) を参照してください。

この項で説明する  SPI for SAP のインス トールと設定を始める前に、適切なユーザー アカウン ト と

権限が SAP および HPOM の両方にセッ ト アップされていないと、 SPI for SAP のアクシ ョ ン、 コ

マンド、 およびモニタが正常に機能しません。 このよ う な環境では、 誤ったメ ッセージや重複した

メ ッセージが生成されたり、 不正なパフォーマンス  データが収集されてしまいます。 

この規則の唯一の例外は、引き継ぎノードがすでにアプリ ケーシ ョ ン サーバーと して設定されてい

る場合です。 詳細については、 「特別な設定を必要とするケース」 (70 ページ) を参照してください。
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クラスタ環境における SPI for SAP の設定

プライマ リ  ノード とセカンダ リ  ノードが同一の役割を持つ高可用性ク ラスタでは、SPI for SAP を 2 回設定

するのと同様の方法で SPI for SAP を設定できますが、 以下の点について注意が必要です。

1 SPI for SAP の SAP ログオンとユーザー アカウン ト

r3itosap.cfg ファ イルの HostSapAssign セクシ ョ ンを使用して、 SAP ログオン、 アカウン ト など

をセッ ト アップします。 これらの設定は、 ク ラスタ内のすべての物理ノード上の SPI for SAP について

必要です。 詳細については、「高可用性環境での SAP ログオンの定義」 (70 ページ) を参照してください。

2 監視対象とする高可用性クラスタ  ノードの情報の SPI for SAP への登録 

高可用性ク ラスタの設定に関する情報を、r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セクシ ョ ンに入

力する必要があ り ます。 r3itosap.cfg は、SPI for SAP で監視する  SAP システムを指定するために

使用するファ イルです。 たとえば、 高可用性ク ラスタ内の物理ホス ト名と、 ク ラスタから発生したメ ッ

セージを HPOM コンソールに表示する際に関連付ける仮想ホス ト名または再配置可能ホス ト名を指定

する必要があ り ます。 さ らに、 SAPLOCALHOST に定義されたホス ト名を指定する必要もあ り ますが、

指定する必要があるのは、 このホス トの名前が受信メ ッセージと関連付けたいホス ト名と異なる場合の

みです。 

r3itosap.cfg ファ イル、 host-mapping セクシ ョ ンに追加の必要なエン ト リ、 および必要な構文に

関する詳細は、 「監視対象の SAP システムの指定」 (39 ページ) を参照してください。

3 SPI for SAP モニタの設定

ク ラスタ内の、 パッケージを実行するよ う設定されているすべての物理ノードで、 SPI for SAP モニタ

を全く同一に設定する必要があ り ます。 SPI for SAP モニタの設定に関する詳細は、 「SPI for SAPモニ

タの設定」 (42 ページ) を参照してください。

ク ラスタ内の特定のノードに固有のローカル設定をするこ とはお勧めしません。 固有の設定をする と、

パッケージが切り替わった後に監視条件が変わってしま う可能性があ り ます。 「特別な設定を必要とす

るケース」 (70 ページ) は、 この規則の例外を示しています。

4 SPI for SAP コンポーネン トの配布

この作業では、 パッケージが設定および実行されている高可用性ク ラスタ内のすべての物理ノードに、

適切な SPI for SAP コンポーネン ト を割り当ておよび配布します。 SPI for SAP コンポーネン トの配布

に関する詳細は、 「SPI for SAP ポ リシーの管理ノードへの配布」 (43 ページ) を参照してください。

5 SPI for SAP モニタの履歴ファイル

フェイルオーバー パッケージ切り替えの前と後の両方で、各 SPI for SAP モニタが正しい履歴ファイル

を確実に使用できるよ うにします。 詳細については、 「高可用性ク ラスタにおける履歴ファ イルの監視」

(68 ページ) を参照してください。

6 個々の SAP 環境に特別な要件

個々の SAP 環境特有の要件を SPI for SAP モニタが確実に認識するよ うにします。 詳細については、

「特別な設定を必要とするケース」 (70 ページ) を参照してください。

HPOM エージェン トがク ラスタ内の物理ノード上で起動している場合、追加の手動設定手順を

実行し、 コンソールのメ ッセージが必ず正しいノード名を表示する必要があ り ます。 詳細につ

いては、 「ク ラスタ  ノード上のホス ト  マッピング」 (67 ページ) を参照して ください。
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クラスタ  ノード上のホスト  マッピング

HPOM DCE エージェン トは、 高可用性ク ラスタ内で複数の IP アドレスが単一の物理ノードに割り当

てられているこ とを検出する と、 該当する  IP アドレスに関連付けられたク ラスタ  ノードの HPOM 管
理サーバーに登録されたホス ト名を示すメ ッセージを送信します。 これは、 メ ッセージが送信された時

点でクラスタ  パッケージが実行されていたノードの名前です。 

この動作はク ラスタ環境での HPOM DCE エージェン トの機能ですが、SPI for SAP のホス ト  マッピン

グの機能を無効にし、 場合によっては、 コンソールに表示される メ ッセージに間違った名前が関連付け

られている状況が発生する可能性があ り ます。 ホス ト  マッピング機能に確実に本来の動作をさせ、 正し

いホス ト名が高可用性ク ラスタから送信される  SPI for SAP メ ッセージに表示されるよ うにするには、

以下のよ うに HPOM ノード上で DCE エージェン ト機能を無効化する必要があ り ます。

1 HPOM DCE エージェン ト を実行しており、 コマンド  シェルをオープンする高可用性ク ラスタの物理

ノードに、 管理者権限のあるユーザーでログオンします。

2 opcinfo ファ イルの場所を特定し、 編集用に開きます。 opcinfo ファ イルは次の場所にあ り ます。

• UNIX および Linux オペレーティング システム:

/opt/OV/bin/OpC/install/opcinfo

• Microsoft Windows オペレーティング システム:

%OvAgentDir%\bin\OpC\install\opcinfo

3 HPOM が管理する  DCE エージェン トについては、高可用性クラスタ内の各物理ノード上の opcinfo
ファ イル内の OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES キーワードを使用して、 ク ラスタ  ノー

ドの 1 つから送信されたメ ッセージがコンソールに表示される際に、 HPOM 管理サーバー上に登録さ

れているク ラスタ  ノード名に置き換えるパッケージの IP アドレス  (仮想ノード ) を指定します。 例:

OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES <Pkg_IP_Address>

ご使用の高可用性ク ラスタで複数のパッケージ (SAP 用と  Oracle 用など) が実行されている場合は、次

のよ うにカンマ (",") を使用して リ ス ト内の複数の IP アドレスを区切り ます。

OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES \ 
<SAP_Pkg_IP_Address,Oracle_Pkg_IP_Address,...>.

4 次のコマンドを使用して、 新しい設定でエージェン ト を再起動させます。

opcagt -kill; opcagt -start

「opcinfo ファ イルでのプロキシ フラグの設定」 に、 opcinfo ファ イルでのプロキシ フラグの設定方法を

示します。

ク ラスタ内のセカンダ リ  ノードがアプ リ ケーシ ョ ン サーバーと しての役割も果たす場合は、 設定

手順を開始する前に、「特別な設定を必要とするケース」 (70 ページ) の説明を必ずお読みください。

OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES の IP アドレス定義のリ ス ト内では空白は

使用できません。 OPC_IP_ADDRESS に指定された IP アド レスは IP アド レスの リ ス ト に含

めないよ うにして ください。
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opcinfo ファイルでのプロキシ フラグの設定

#############################################################
# File:         opcinfo
# Description:  Installation Information of HPOM Managed Node
# Package:      HP Operations
#############################################################
OPC_INSTALLED_VERSION A.07.29
PERF_INSTALLED_VERSION A.07.27
SVCDISC_INSTALLED_VERSION A.07.28
COMM_INSTALLED_VERSION 2.6.8.0
OPC_MGMT_SERVER pc057.test.test
OPC_INSTALLATION_TIME 01/15/06 16:58:51
OPC_SG FALSE
OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES 12.34.67.89

高可用性クラスタにおける履歴ファイルの監視

SPI for SAP のアラート  モニタである  r3monal、 r3mondev、 r3monpro、 および r3status は、 そ

れぞれ個別の履歴ファイルを持ちます。 履歴ファイルの拡張子は .his です。 たとえば、r3monal.his と
な り ます。 いずれかの SPI for SAP モニタが開始するごとに、 そのモニタは履歴ファイル r3<monitor_
name>.his の内容に基づいて 後に監視されたイベン ト を判別し、 今回の監視の開始点を決定します。 こ
のメカニズムは、 同じ メ ッセージを繰り返し生成しないよ うにするためのものです。

r3monal は、監視対象の SAP システムが実行中で、 SPI for SAP モニタが接続できる場合にのみ、 それぞ

れの履歴ファイルに新しい情報を書き込む、という点に注意してください。 監視対象の SAP システムが実行

中でない場合には、 新のモニタの実行を反映してタイム スタンプのみを更新します。 一方、 r3mondev、
r3monpro、 r3status の各モニタは、 監視対象の SAP システムが実行中かど うかに関係な く、 モニタ

を起動するごとにそれぞれの履歴ファイルに書き込みを行います。 

r3monal モニタの履歴ファイル r3monal.his

#-----------------------------------------------------------
# Keyword SAP SAP SAP Last Scan
# System Number Instance Time
LastScannedSystem =SP6 =33 =DVEBMGS33 =1073908785
----------------------------------------------------------------

SPI for SAP モニタの履歴ファ イルは、 管理ノードに常駐します。 この管理ノードでモニタは、 各モニタの

設定ファ イル r3<monitor_name>.cfg で指定されたディ レク ト リで実行されています。 デフォルトで

は、 このディ レ ク ト リ は、 Microsoft Windows 管理ノードの場合は %OVAGENTDIR%\conf\sapspi、
AIX を除くすべての UNIX 管理対象ノードでは /var/opt/OV/conf/sapspi、 AIX の場合は [DCE |
HTTPS] 管理ノードの /var/[lpp | opt]/OV/conf/sapspi ディ レク ト リ を使用します。 

SPI for SAP モニタが履歴ファイルを検出できない、 または読み込めない場合、 モニタはその時点を初回の

起動である と仮定して監視を開始します。 ただし、アラート  モニタ  r3moncol は例外で、SAP アラート  ロ
グ データベースの該当のテーブルを読み込み、 モニタ開始前の 1 日間に集められた情報について SAP の ト

レース  ファ イルと ログ ファ イルを解析します。 この動作によ り、重複したメ ッセージが大量に発生する可能

性があ り ます。

SPI for SAP モニタが履歴ファ イルを検出できない、 または読み込めない場合、 モニタは 新のモニタ実行

がいつであったかを知るこ とができず、 報告が必要なアラート と無視してかまわないアラートの区別がつか

なくな り ます。
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ク ラスタパッケージが他のノードに切り替わった場合、 SPI for SAP モニタは障害を起したク ラスタ  ノード

上に保存されている 新の履歴ファ イルにアクセスできな くな り ます。 この場合、 すでに HPOM に送信済

みのメ ッセージが重複して生成される可能性があ り ます。 r3monal の場合、 この メ ッセージの重複は、

CCMSAcknowledgeMessage を有効にするこ とで回避できます。 CCMSAcknowledgeMessage に関する

詳細は、『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 の 「CCMS 受諾メ ッセージ: r3monal」 の項を参照してください。

アラート  モニタについての特別な考慮点

この項では、 高可用性環境に SPI for SAP アラート  モニタをセッ ト アップするための情報を記載していま

す。 アラート  モニタ設定ファイルの内容および特に r3monal のキーワードに関する詳細は、『SPI for SAP
オンライン ヘルプ 』を参照してください。 SPI for SAP アラート  モニタを高可用性環境にセッ ト アップする

には、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 r3monal モニタで、 SAP の CCMS アラートに対する自動確認応答の機能を有効 (=1) にして、重複し

たメ ッセージが HPOM コンソールに表示されないよ うにします。

2 CCMS から  HPOM コンソールに転送したいメ ッセージについて、 たとえば CCMS モニタ  セッ ト を

「HPOM」、 CCMS モニタを 「SPI Monitoring」 のよ うに定義します。 なお、 モニタセッ ト機能は XMI/
XAL インターフェイスでのみ使用可能です。 

「CCMS 監視セッ ト 」 (69 ページ) は、 XMI/XAL インターフェースを使用するよ うに r3monal モニタを設

定するための r3monal.cfg ファ イルのパラ メータを示しています。 XMI/XAL インターフェースは、SAP
4.6 またはそれ以降で使用可能で、 ク ラスタ環境では r3monal モニタに対して必ず有効に設定します。 

CCMS 監視セッ ト

# Triggers auto-acknowledge of CCMS alerts
#------------------------------------------------------------
# CCMSAcknowledgeMessage SAP Ack. filtered Enable=1
# System Messages Disable=0
CCMSAcknowledgeMessage =SP6 =0 =1

# A Monitor Set defines the messages you want to forward to
# the HPOM console. 
#------------------------------------------------------------
# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  
# System Number    
CCMSMonitorSet =SP6 =33 =HPOM =SPI-Monitoring 
-------------------------------------------------------------

r3moncol モニタは、SAPテーブルに履歴情報を保持しています。 したがって、このモニタには .his 履歴

ファイルはあ り ません。 r3mondev モニタは SAP ト レース  ファ イルと ログ ファ イルを読み取り、各ファイ

ルの行番号を r3mondev.his ファ イルに保存します。 そのため、 原則と してパッケージが他のノードに

切り替えられた場合、 r3mondev は重複メ ッセージを送るこ とが多くな り ます。 r3mondev.his がロー

カル ディ スクに、r3mondev が新規ノードに保存される場合、SPI for SAP は、前のノードですでにスキャ

ンされたポイン トからスキャンを開始します。

SAP インスタンスの起動後には、 新しい dev_* ファ イルが作成されます。 既存の dev_* ファ イルの大部

分は、 新規フ ァ イルの作成前に dev_*.old フ ァ イルにコ ピーされます。 そのため、 r3mondev が
dev_*.old ファ イルを監視するこ とはあ り ません。

ファ イルが新規に作成された場合、 r3mondev は (r3mondev.his の Inode カラムを通じて ) それを検

出し、 その後、新規ファイルを 初からスキャンし始めます。 そのため、 r3mondev のデフォルト設定を使

用するこ とができ、 r3mondev.his を共有ディ スクに置く必要はあ り ません。
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また、パッケージがフェイルオーバーした場合に r3monal が重複メ ッセージを送らないよ うにするために

は、 キーワード  CCMSAcknowledgeMessage を使用して、 SAP の CCMS アラートに対する  r3monal
モニタの自動受諾機能を使用する必要があ り ます。 この機能は自動的に SAP の CCMS アラートに対して確

認応答を返して、 SPI for SAP がアラート を繰り返し検出してメ ッセージの生成に使用するのを防ぎます。 

高可用性環境での SAP ログオンの定義

SPI for SAP を高可用性環境にセッ ト アップする場合は、r3itosap ファ イルに、ク ラスタ内のすべての物

理ノード上の SAP インスタンスへの参照を必ず記述してください。 SPI for SAP は、 このファイルを使用し

てすべての SAP ログオンを定義します。 このファ イルに SAP ログオン情報を入力する場合は、 高可用性ク

ラスタの物理ノード名を使用する必要があ り ます。SPI for SAP モニタは、ホス ト名の名前検索を行う際に、

パッケージに関連付けられた再配置可能 IP アドレスではなく、物理ノードを参照するためです。 ク ラスタ環

境での SAP ログオンの指定に関する詳細は、 「監視対象の SAP システムの指定」 (39 ページ) を参照してく

ださい。

高可用性クラスタ内のセカンダ リ  ノードがすでにアプリ ケーシ ョ ン サーバーと して設定されている場合、セ

ン ト ラル インスタンス  (=CI) とアプリ ケーシ ョ ン サーバー (=APP) の両方に対するログオンは、一部の SPI
for SAP コンポーネン トの問題につながる可能性があ り ます。 たとえば、r3moncol と  r3monpro は、「特

別な設定を必要とするケース」 (70 ページ) に説明されているよ うに特別な設定を必要と します。 

自動アクシ ョ ンまたはオペレータ起動アクシ ョ ンが、 高可用性ク ラスタの仮想ノード上で確実に SAP GUI
を開く こ とができるよ うに、 r3itosap.cfg ファ イルに HostSapAssign エン ト リ を追加します。 これ

によ り、 変数 SAPLOCALHOST に定義されているホス ト名を指定します。

特別な設定を必要とするケース

効率やコス ト といった理由から、 高可用性ク ラスタ内のセカンダ リ  ノードがすでにアプリ ケーシ ョ ン サー

バーと して使用されている場合があ り ます。 対象の環境がこのよ うな構成で、かつ定常的に負荷が高く、フェ

イルオーバーによるパッケージ切り替え後にもセン ト ラル インスタンスが以前と同じパフォーマンスを維

持する必要がある場合は、 フェイルオーバー後にセカンダ リ  ノードのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを停止し

て、 マシンのパフォーマンスをセン ト ラル インスタンスのみに使用させるこ と もできます。 そのよ うな場合

には、 ユーザーからの負荷を使用可能な他のアプリ ケーシ ョ ン サーバーに分散します。

パフォーマンスが問題にならない環境であれば、 フェイルオーバーによるパッケージ切り替えの後もアプ リ

ケーシ ョ ン サーバー インスタンスをセカンダ リ  ノード上でそのまま実行しておいてもかまいません。 ただ

し、SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーのインスタンスを SAP セン ト ラル インスタンス と同じマシンで実行す

る場合は、確実に SPI for SAP モニタにこの事実を認識させて、セン ト ラル インスタンス とアプリ ケーシ ョ

ン サーバーの両方に対してメ ッセージを生成しないよ うにする必要があ り ます。 セン ト ラル インスタンス

に対してのみ動作するよ うに設計されている  SPI for SAP モニタは、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー インスタ

ンスの監視を行わないよ うにセッ ト アップする必要があ り ます。 たとえば、r3moncol と  r3monpro モニ

タには特別な注意が必要です。

SPI for SAP は、 r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セクシ ョ ンを使用して、 高可用性ク

ラスタの設定情報を定義します。 この情報には、 物理ホス ト名やク ラスタから発信される メ ッセー

ジと関連付けられた管理ノード名などが含まれます。 詳細については、 「ク ラスタ環境における  SPI
for SAP の設定」 (66 ページ) を参照してください。
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各 SPI for SAP モニタにはそれぞれ固有の設定ファ イルがあ り、 このファ イルで、 モニタが SAP ランド ス

ケープ内のどの SAP インスタンスを監視対象とするか、さ らにはどの情報を収集すべきかを定義します。 た
とえば、r3monpro.cfg ファ イルを使用して、セン ト ラル インスタンスのプロセスまたはアプリ ケーシ ョ

ン サーバーのインスタンスに関連付けられたプロセスの情報を収集するよ う  r3monpro モニタを設定し

ます。 『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 には、 個々の SPI for SAP モニタについての多くの情報と と も

に、 ご使用の環境の要件に合わせるためにどのよ うな設定が可能かについてのヒン ト も記載されていますの

で、 必要に応じて参照して ください。

表 9 に、 SAP インスタンス  タイプとモニタ との対応を示します。

引き継ぎノード上で実行中のアプリ ケーシ ョ ン サーバーに関連付けられた SAP インスタンス番号

は、 フェイルオーバーによるパッケージ切り替えの後にセカンダ リ  ノードで開始する  SAP セン ト

ラル インスタンス と関連付けられた SAP インスタンス番号とは同じではあ り ません。

表 9　 SPI for SAP モニタと  SAP インスタンス タイプ

SPI for SAP モニタ名 セン ト ラル インスタンス アプリケーシ ョ ン サーバー

r3monaco ✓

r3monale ✓

r3monal a

a. CCMS 4.x のみ

✓

r3monchg ✓

r3moncts ✓

r3mondev ✓ ✓

r3mondisp ✓ ✓

r3mondmp ✓

r3monjob ✓

r3monlck ✓

r3monoms b

b. SAP の変更に伴い、 WebAS 7.0 では、 操作モード  モニタ  r3monoms がサポート されません。

✓

r3monpro ✓ ✓

r3monrfc ✓

r3monsec ✓

r3monspl ✓

r3status ✓ ✓

r3montra ✓

r3monupd ✓

r3monusr ✓

r3monwpa ✓
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高可用性クラスタでの r3moncol モニタ

r3moncol モニタは、 iDOC ステータス  モニタの r3monale や ABAP ダンプ モニタの r3mondmp を含

むすべての SPI for SAP アラート収集モニタからアラート を収集します。 各アラート  モニタは、定義された

スケジュールに従ってアラート  コレク タが確実に実行されるよ うにし、 呼び出した関数から返される メ ッ

セージを報告します。

r3moncol モニタは SAP セン ト ラル インスタンス上でのみ実行される こ と を意図しています。 アプ リ

ケーシ ョ ン サーバーで実行するよ うには設計されていません。 したがって、 高可用性ク ラスタ内のセカンダ

リ  ノードがアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを実行している場合は注意が必要です。 フェイルオーバーによって

セカンダ リ  ノード上のセン ト ラル インスタンスに切り替わった後で開始されるモニタが、 アプ リ ケーシ ョ

ン サーバーとセン ト ラル インスタンスのどちらの SAP インスタンスを監視するかについて混乱しないよ

うに注意する必要があ り ます。 

セン ト ラル インスタンス とアプ リ ケーシ ョ ン サーバーが同じク ラスタ  ノードで同時に実行されている場合

に起こる問題を回避するには、たとえば、システムのフェイルオーバー後にセカンダ リ  ノードでセン ト ラル

インスタンスが開始されたと きに r3moncol が起動するモニタすべてが、アプリ ケーシ ョ ン サーバーと関

連付けられたアラート を無視してセン ト ラル インスタンスのアラートのみを監視するよ うする、といった設

定が必要になり ます。 このためには、表 9 (71 ページ) にリ スト されている  SPI for SAP の各セン トラル イン

スタンス  モニタの設定ファ イルを変更して、 モニタ と特定の SAP セン ト ラル インスタンス番号 (00 など )
を関連付けます。 デフォルトでは、 SPI for SAP モニタは、 ノード上にあるすべての SAP インスタンスを監

視するよ うに設定されます。 こ こで取り上げた特別なケースでは、 監視の不要なアプリ ケーシ ョ ン サーバー

インスタンスが含まれてしまいます。

「r3monale モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける」 は、セカンダ リ  ノード  nodename2.com 上のセ

ン ト ラル インスタンス  (たとえば 00) のみを監視し、 すでに実行中のアプリ ケーシ ョ ン サーバー (たとえば

01) のイ ン ス タ ン ス を監視し ないよ う に r3monale モニタ を設定した場合の、 引き継ぎ ノー ド上の

r3monale モニタの設定ファ イルを示しています。 このフ ァ イルに指定する ノード名は、 物理ク ラ スタ

ノード名である こ とに注意して ください。 <CI> は、 セン ト ラル インスタンスの SID を参照します。 また、

「r3monale モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける」 と 「r3monpro モニタを SAP インスタンス番号に

関連付ける」 に示す設定ファイルは、 一部省略されており、 便宜上 (...) という形式で表されています。 

r3monale モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける

#AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alert Enable=1 (...)

# Host System Number Client Monitor Disable=0 (...)

#----------------------------------------------------------------------------
--

AlertMonFun =ClusterNodeA =CI =00 =099 =ALE =1 (...)

AlertMonFun =ClusterNodeB =CI =00 =099 =ALE =1 (...)

高可用性クラスタでの r3monpro モニタ

r3monpro モニタは、 ダイアログ、 エンキュー、 アップデート、 バッチ、ディ スパッチ、 メ ッセージ、 ゲー

ト ウェイ、 およびスプール ワークプロセスなど、 指定された SAP インスタンスに関連付けられたすべての

プロセスをスキャンし、 確認します。 また、 r3monpro モニタはデータベース  プロセスの監視に使用する

こ と もできます。
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高可用性ク ラスタ内のセカンダ リ  ノードがアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを実行している場合、 パッケージの

切り替え後にそのパッケージによって開始される  r3monpro モニタは、セン ト ラル インスタンスに属する

プロセス と同様にアプ リ ケーシ ョ ン サーバーに関連付けられたプロセスも監視が必要であるこ とを認識し

ないこ とに注意する必要があ り ます。 アプリ ケーシ ョ ン サーバーに関連付けられたプロセスを監視対象と し

て認識させる  1 つの方法は、r3monpro が監視するプロセスの正確な番号を r3monpro.cfg ファ イル内

の 「Process number=#」 列で指定するこ とです。 監視対象のプロセスの番号は、各ノードにおいてフェ

イルオーバーによるパッケージ切り替えの前後で同じである必要があ り ます。

さ らに、複数の SAP インスタンスを実行する ノード  (たとえばパッケージ切り替えの後など) で、特定の SAP
インスタンスに属するプロセスだけを監視するよ うに r3monpro モニタを設定したい場合には、どの SAP
インスタンスを監視すべきかを認識するよ うに r3monpro モニタを設定する必要があ り ます。 このために

は、 ク ラスタ内の引き継ぎノードにある  r3monpro.cfg ファ イルを変更して、 各 SAP インスタンス番号

(カラム SAP Num= が特定のプロセス名と定義済みのプロセス  インスタンス数にリ ンク されるよ うにしま

す ( 「r3monpro モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける」 に図示)。

r3monpro モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける

#AlertInstMonPro SAP SAP Process Enable Mode Proc (...)

# Sys Num Name =1 Num (...)

#------------------------------------------------------------------

AlertInstMonPro =T11 =00 =dw.sapSID* =1 =Min =9 (...)

AlertInstMonPro =T11 =01 =dw.sapSID* =1 =Min =6 (...)

クラスタ環境でのパフォーマンス ツール

Performance Agent (または HP Software Embedded Performance Component) を使用して、高可用性環境

の SAP を監視する場合は、 ク ラスタ内の両方のノード、 つま りプラ イマ リ  ノード とセカンダ リ  ノードに

Performance Agent を イ ン ス ト ールし て、 両方の ノー ド の同じSAP システムID を監視する よ う に

Performance Agent を設定する必要があ り ます。 

フェイルオーバーとその後のパッケージ切り替えが実行される と、Performance Agent はホス ト  ノード上で

の SAP メ ト リ ッ クの値の収集を停止し、 引き継ぎノードでパッケージが開始される と同時に、 セカンダ リ

ノードの監視および適切な SAP メ ト リ ッ クの報告を開始します。 CPU やディ スクのパフォーマンス といっ

た物理コンポーネン トのメ ト リ ッ クは、 パッケージがどちらのノードで実行されているかに関わらず、 引き

続き両方のノード上で収集されます。 この点を考慮して、 パフォーマンス  レポート とグラフを生成するよ う

にして ください。

r3perfagent では必ずク ラ ス タ環境内の物理ホス ト 名が使われるため、 手動モード  (888) を使って

r3perfagent を設定して、 ク ラスタ構成の SAP システムの詳細情報を指定する必要があ り ます。 物理ク

ラスタ  ノードで r3perfagent を設定している場合、 r3perfconfig では、 仮想ノードを使用する  SAP
システムで、 オプシ ョ ン (x) を使用できる可能性があ り ます。 この場合は、 物理クラスタ  ノード名を指定し

て手動設定 (888) を使用してください。 

SPI for SAP サービス  レポートは、 時間の経過と と もにク ラスタ上の Performance Agent によって収集さ

れた値を相互に関係付けるわけではあ り ません。 レポートは、各ク ラスタ  ノードに対して別々にデータを処

理します。 これは、パッケージがプライマ リ  ノードからセカンダ リ  (バッ クアップ) ノードに切り替わった場

合に、 切り替えられたインスタンスの値がク ラスタ内の 2 つのノードに分かれてしま う こ とを意味します。

対象の環境がこのケースにあてはまる場合には、SAP パフォーマンスの全容を把握するためには両方のノー

ドからの報告を使用する必要があ り ます。
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クラスタ環境でのサービス レポート とパフォーマンス グラフ

高可用性ク ラスタ内のすべてのノードの SPI for SAP サービス  レポート とパフォーマンス  グラフを生成し

たい場合は、 HP Performance Manager と  HP Reporter がインス トールされ、 正し く設定され、 ク ラスタ

ノードを参照できるマシン上で実行されていなければなり ません。 さ らに、適切な Performance Agent 機能

(HP Software Embedded Performance Component または HP Performance Agent) がインス トールおよび

設定され、 高可用性ク ラスタ内のすべてのノードで使用可能となっているこ と と、 適切な SPI for SAP R/3
Performance Agent 統合機能がインス トールされ、 正し く設定されているこ と も確認する必要があ り ます。

SAP、 ハード ウェア、 ネッ ト ワーク関連のメ ト リ ッ クを使用して高可用性ク ラスタのレポート とグラフを生

成でき ます。 これらの メ ト リ ッ クは、 Performance Agentがク ラ ス タ内の物理ノード から収集し ます。

Performance Agent はク ラスタ内のすべての物理ノード上で実行され、 SAP パッケージとは無関係のため、

ハード ウェアまたはネッ ト ワーク関連のメ ト リ ッ クを使用するレポートは、SAP パッケージの実行されてい

ない期間も含むよ うに設定する こ とができます。 たとえば、 パッケージ切り替え前のセカンダ リ  ノードや

パッケージ切り替え後のホス ト  ノードをレポート対象に含めるこ とができます。 ステータスや可用性などの

SAP 関連のメ ト リ ッ クは、 パッケージを実行している物理ノード と (およびパッケージを実行している期間)
にリ ンク していますので注意して ください。 

クラスタ環境でのサービス ビュー

SPI for SAP に付属のツールを使用して、 SAP 環境のサービス  ビューを自動的に生成するこ とができます。

SPI for SAP でサービス  ビューを使用したい場合は、 SAP ランド スケープ内で SPI for SAP の監視対象と

するサービスを参照できるよ うに設定し、 受信メ ッセージがク ラスタ内の適切な物理ノードにリ ンク されて

いるこ とを確認する必要があ り ます。 

サービス検出ポ リ シーは r3itosap.cfg フ ァ イルを読み込み、 host-mapping セクシ ョ ンから  SPI for
SAP が監視する  SAP システムを決定する必要があ り ます。 r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セ
クシ ョ ンでは、高可用性ク ラスタ内のノード名を指定します。さ らに、ク ラスタのノードから生成される メ ッ

セージと ノード名を関連付けます。 r3itosap.cfg ファ イルの内容に関する詳細は、 「ク ラスタ環境にお

ける  SPI for SAP の設定」 (66 ページ) および 「監視対象の SAP システムの指定」 (39 ページ) を参照して

ください。

オペレーティング システム レポートはク ラスタ内の個々の物理ノードに関連付けられているこ とに注意し

て ください。 これは、 SPI for SAP モニタが、 SAP パッケージが実行されていなくても  (たとえばセカンダ

リ  (バッ クアップ) ノード上で) オペレーティング システム データを収集するこ とを意味します。

サービスツ リーに表示されるのは物理ノードのみで、 データは任意の時点でパッケージが実行され

ている物理ノードからのみ収集されます。 
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クラスタ環境での SPI for SAP ソフ トウェアの削除

SPI for SAP のソフ ト ウェアと機能は、 製品がインス トールされ設定された高可用性ク ラスタ内の各物理

ノードから削除する必要があ り ます。 これには、 以下の手順を実行します。

1 ク ラスタ内の管理ノードに SPI for SAP R/3 Performance Agent をインス トールした場合は、手順 2 に
進む前に、 そのエージェン ト と関連コンポーネン ト を高可用性ク ラスタ内の SAP 管理ノードから削除

する必要があ り ます。 詳細については、 「SPI for SAP のアンインス トール」 (113 ページ) を参照してく

ださい。

2 SPI for SAP R/3 Performance Agent を削除したら、 高可用性クラスタ内の SAP 管理ノードから  SPI
for SAP コンポーネン ト を削除する必要があ り ます。 詳細については、 「管理ノードからの SAP 管理機

能の削除」 (113 ページ) を参照して ください。
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第 8 章　Smart Plug-in for SAP のパフォーマンス 
モニタ
この項では、SPI for SAP パフォーマンス統合パッケージのインス トール方法および設定方法を説明します。

また、パフォーマンス  モニタの 適な使用方法と、SPI for SAP パフォーマンス  モニタによ り提供される情

報を Performance Agentで補完する方法についても説明します。

パフォーマンス モニタの概要

SPI for SAP パフォーマンス  モニタは、 SAP パフォーマンス  データを収集します。 このデータを使用して、

SAP 業務 ト ランザクシ ョ ン とその他のシステム メ ト リ ッ ク との間で傾向を比較する こ とができます。 パ
フォーマンス  モニタは、 他のアプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 システム、 およびネッ ト ワーク  データ と

連携しながら、 収集したデータを一元的に監視、 管理し、 相関させるこ とができます。

SPI for SAPは、RFC コールを使って SAP 内部のABAP 関数モジュールにアクセスします。 パフォーマンス

モニタは SAP ランタイム パフォーマンス  データのスナップシ ョ ッ ト を収集します。 さ らに、SAP CCMS サ
ブシステムの一部である  SAP のパフォーマンス  アラート  モニタ  (rz03) に加え、SPI for SAP Performance
Agent は 100 以上もの新しいメ ト リ ッ クを収集できます。

新しい SPI for SAP Performance Agent では、実行対象の SAP インスタンス、実行するパフォーマンス  モニ

タ、およびその実行頻度を指定できます。Performance Agent または HP Software Embedded Performance
Component は、定義されたパフォーマンスしきい値に対する違反を検出する と  HPOM 管理サーバーに警告

を送信します。

Windows ではサービス と して実行され、 Unix では デーモンと して実行される  SPI for SAP Performance
Agent は、 HPOM エージェン ト  プロセス とは独立して実行されます。 SPI for SAP Performance Agent の
プロセスを開始または停止するには、 HPOM コンソールにある適切な HPOM ツールを使用します。

パフォーマンス モニタのアップグレード

以前のバージ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent で定義したデータソースが 新バージ ョ ンの SPI
for SAP R/3 Performance Agent で使用できる とは限り ません。 新リ リースの SPI for SAP に必要な新し

いフォーマッ トにデータを移行しなければならないこ とがあ り ます。 既存のデータソースが 新バージ ョ ン

の SPI for SAP で使用できるかどう かは、 SPI for SAP の 近のバージョ ンからアッ プグレード するか (非常

に) 古いバージ ョ ンからアップグレードするかに依存します。 しかし、HP Reporter では、古い Performance
Agent で収集したデータを使用して新しいサービス  レポート を生成するこ とはできます。

また、SPI for SAP R/3 Performance Agent をアップグレードする場合、分離して行な う こ とはできません。

SPI for SAP R/3 Performance Agent をアップグレードするには、 以下の高レベルな手順を実行する必要が

あ り ます。

1 既存の SPI for SAP R/3 Performance Agent を削除する
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SPI for SAP R/3 Performance Agent のアンインス トールに関する詳細は、 「パフォーマンス  モニタの

インス トール」 (78 ページ) を参照してください。

2 既存の SPI for SAP R/3 Performance Agent データおよびデータ  ソースの削除

• SPI for SAP 11.10

SPI for SAP をバージ ョ ン 11.10 から 新のバージ ョ ンにアップグレードする場合、 この手順を実

行する必要はあ り ません。 既存のデータおよびデータソースは引き続き使用できます。

3 SPI for SAP ソフ ト ウェアのアップグレード

4 新しい SPI for SAP R/3 Performance Agent ソフ ト ウェアのインス トール

SPI for SAP R/3 Performance Agent のインス トールに関する詳細は、 「パフォーマンス  モニタのイン

ス トール」 (78 ページ) を参照してください。

5 新しい SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定

SPI for SAP R/3 Performance Agent のインス トールに関する詳細は、 「パフォーマンス  モニタの設定」

(85 ページ) を参照してください。

6 SPI for SAP/HP Reporter 統合のアップグレード

SPI for SAP レポータ統合のアップグレードに関する詳細は、 『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 を参

照して ください。

パフォーマンス モニタのインストール

この項では、SPI for SAP パフォーマンス統合パッケージのインス トールおよび設定手順について説明します。 

パフォーマンス データ  ソースの選択

HP Software Embedded Performance Component は、 名前から推測されるよ うに、 HPOM ソフ ト ウェア

に内蔵されており、 デフォルト ですべての HPOM のインス トールに使用できます。 HPOM コンソールは、

HP Performance Agent を管理ノードに配布するこ と もできます。

新しく インスト ールした  HP ソフト ウェア製品のエージェント と して  HP Software Embedded Performance
Component ではなく  HP Performance Agent を使用する  (たとえば、HP Software Embedded Performance
Component をサポート しない Performance Manager を使用できるよ うにする ) 場合には、 デフォルトでの

HP Software Embedded Performance Component の使用を、 小さなテキス ト  ファ イル nocoda.opt を
設定する こ と で無効にでき ます。 このフ ァ イルはデフォル ト  データ  ソースを HP Software Embedded
Performance Component から  HP Performance Agent に変更します。

この項の説明は、 以下の点を前提と しています。

— Performance Agent または HP Software Embedded Performance Component のいずれかがイン

ス トールされている。

— 表 3 (18 ページ) にリ ス ト されている、サポート対象の SAP バージ ョ ンがインス トールされている。

— HPOM で管理する  SAP サーバーに HPOM Enterprise Message/Action Agentがすでにインス

トールされ、 実行されている。
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設定後、 nocoda.opt ファ イルを、 パフォーマンス  データ  ソースを変更する各管理ノードの特定の場所

に保存する必要があ り ます。 管理ノード上の nocoda.opt ファ イルの場所は、HPOM 管理サーバーおよび

管理ノードで実行されているオペレーティング システムによ り変わり ます。 表 10 (79 ページ) は、HPOM 管
理サーバーによって管理される ノードの nocoda.opt ファ イルの場所を示します。 

パフォーマンス データ  ソースのデフォルト設定の変更

データ  ソースのデフォルト設定を変更するには、 テキス ト  エディ タを使用し、 データ  ソースを変更したい

管理ノードの nocoda.opt ファ イルを開き、 以下の手順を実行します。 表 11 および 「nocoda.opt ファイ

ルからの抜粋」 (79 ページ ) に示す形式と構文を使用して、 適切な情報を手動で入力する必要があ り ます。

nocoda.opt ファ イルが存在しない場合は、 新規作成します。

1 HP Performance Agent をすべてのデータ  ソースに対するエージェン ト と して指定するには、ファ イル

の先頭にキーワード  ALL を入力します。 

2 HP Performance Agent を、 特定の SAP インスタンスに連係するデータ  ソースに対応するエージェン

ト と して指定するには、nocoda.opt ファ イルの個々の行に各インスタンスへの参照先を記述します。

このと き、 表 11 と 「nocoda.opt ファイルからの抜粋」 に示す形式と構文を使用します。

3 変更を nocoda.opt ファ イルに保存します。

4 nocoda.opt ファ イルで変更された管理ノードの HPOM エージェン ト を再起動します。

nocoda.opt ファイルからの抜粋

###########################################
# Add to (or modify) the contents of this file to change the 
# data-source from the default Coda to MeasureWare
###########################################
# All hosts: 
# ALL 
# SAP R/3 hosts/instances: 
R3_ovsdsap_DEV_00_DATA 

表 10　HPOM 8.x for Windows 管理サーバー

管理ノードの OS nocoda.opt ファイルの場所

AIX [DCE | HTTPS] /var/[lpp | opt]/OV/conf/dsi2ddf/
nocoda.opt

HP-UX/Linux/Solaris /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt

Windows %OvDataDir%\conf\dsi2ddf\nocoda.opt

表 11　 nocoda.opt ファイルの構文

対象システム 使用する形式

SAP 
NetWeaver

R3_<SAP_hostname>_<SAPSID>_<SAP_instance_ 
number>_DATA
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パフォーマンス モニタ  パッケージの配布

この項では、 HPOM 管理サーバーから  HPOM 管理ノード  システムに SPI for SAP パフォーマンス  モニタ

プログラムを配布する方法を説明します。 

1 HPOM コンソールで、 プログラムを配布する  SAP 管理ノードを選択し、 右ク リ ッ ク します。 

2 以下のメニュー オプシ ョ ンを選択します。

[すべてのタスク ] → [プログラムの配布]

3 図 10 に示すよ うに、 次のファイルを選択します。

• [SAP Instrumentation (SAP プログラム) ]

4 [OK] をク リ ッ ク します。 

図 10　配布パッケージの選択

SPI for SAP パフォーマンス パッケージのインストール

上記の手順に従って SPI for SAP パフォーマンス  パッケージの配布を正常に完了後、この項の手順に従って

HPOM 管理ノードに [SPI for SAP Performance Package] をインス トールします。

1 HPOM コンソールから、 次のツール フォルダを選択します。

[ツール] → [SPI for SAP] → [SAP R/3 管理]

2 ご使用のオペレーティング システム (Unix または Windows) に対応するツールを選択して右ク リ ッ ク

します (たとえば、 [パフォーマンス  パッケージのインス トール (UNIX) ])。 ポップアップ メニューから

次のメニュー オプシ ョ ンを選択します。

[すべてのタスク ...] → [ツールの起動...]
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3 以下の図 11 に示すよ うに、SPI for SAP パフォーマンス  パッケージをインス トールする  SAP 管理ノー

ドを選択します。 選択したツールのオペレーティ ング システム (UNIX または Microsoft Windows) に
対応している ノードを選択して ください。

4 [起動...] をク リ ッ ク してインス トールを開始します。

図 11　パフォーマンス パッケージのインストール

SPI for SAP パフォーマンス パッケージのアンインストール

SPI for SAP パフォーマンス  パッケージを管理ノードから削除する手順は、 「SPI for SAP パフォーマンス

パッケージのインス トール」 (80 ページ) の手順と類似しています。 ただし、 インス トール ツールではなく、

アンインス トール ツールを選択して起動する点が異なり ます。 

SPI for SAP パフォーマンス  パッケージを SAP 管理ノードから削除するには、 以下の手順に従います。

1 SPI for SAP Performance Agent を停止する  これは、 以下のよ うに、 SPI for SAP のツールまたはコマ

ンド行を使用して実行できます。 

• SPI for SAP アプリ ケーシ ョ ンの [PerfAgt 停止] を使用します。[PerfAgt 停止] は、SAP R/3 UN*X
または SAP R/3 NT のツール グループに入っています。

SPI for SAP パフォーマンス  パッケージを削除する前に Performance Agent を停止する必要があ

り ます。 また、 削除完了後に、 管理ノードからもSPI for SAP パフォーマンス  モニタを削除してく

ださい。 Performance Agent の停止および開始に関する詳細は、 「SPI for SAP のツール」 (91 ペー

ジ) および 「コマンド行オプシ ョ ン」 (90 ページ) を参照して ください。
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• SAP サーバー (管理ノード ) にログインし、 コマンド行で次のコマンドを入力します: 
r3perfagent stop

2 HPOM コンソールから、 次のツール フォルダを選択します。

[ツール] → [SPI for SAP] → [SAP R/3 管理]

3 次のよ うに、 ご使用のオペレーティング システム (Unix/Linux または Microsoft Windows) に対応して

いるツールを選択して右ク リ ッ ク します。

• Remove Performance Package (UN*X)

• Remove Performance Package (Windows)

4 次のメニュー オプシ ョ ンを使用して、 選択した Remove Performance Package ツールを起動します。

[すべてのタスク ...] → [ツールの起動...]

5 パフォーマンス  パッケージを削除する  SAP 管理ノードを選択します。 選択したツールのオペレーティ

ング システム (UNIX/Linux または Microsoft Windows) に対応している ノードを選択してください。

6 [起動] をク リ ッ ク して削除プロセスを開始します。

図 12　 Performance Agentの停止

パフォーマンス モニタ  ファイルの場所

この項では、 SPI for SAP パフォーマンス  パッケージの一部と してインス トールされるファ イルを、 以下の

プラ ッ ト フォームごとに説明します。 

• 「AIX のパフォーマンス  モニタ  ファ イル」 (83 ページ) 
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• 「HP-UX、 Solaris、 および Linux のパフォーマンス  モニタ  ファ イル」 (83 ページ) 

• 「Windows のパフォーマンス  モニタ  ファ イル」 (84 ページ) 

この項でリ ス ト したパフォーマンス関連のファイルは、次のカテゴ リに属します。 バイナリ と実行ファイル、

設定ファイル、 HP Performance Agent に必要な dsilog ファ イル、 およびテンプレート。

AIX のパフォーマンス モニタ  ファイル

この項では、AIX の SPI for SAP パフォーマンス  パッケージの一部と してインス トールされるファ イルの一

覧を示します。 DCE と  HTTPS の管理ノードはパスで区別されています。 

• バイナリ : /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/bin 

— r3perfconfig

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ設定ツール。 

— r3perfagent

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  エージェン ト。 

• 設定ファイル: 
/var/[lpp | opt]/OV/conf/sapspi/[local | global] 

— r3perfagent.cfg

さまざまなパフォーマンス  モニタのグローバル設定ファイルと ローカル設定ファイル。 

• Dsilog ファ イル: /var/[lpp |opt]/OV/bin/R3PerfAgent/data 

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...: 

インス トール時は、 このディ レク ト リは空です。 こ こは SPI for SAP が、 r3perfconfig および

compdsifile.sh によって HP Performance Agent 用にコンパイルされた dsilog ファ イル

の保存に使用します。 

• テンプレート : /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/template 

— R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsi log ファ イルのコンパイルに使用するファイル。 

— Parm.UX: 

Performance Agent パラ メータ  ファ イルのテンプレート  

HP-UX、 Solaris、 および Linux のパフォーマンス モニタ  ファイル

この項では、 HP-UX、 Solaris および Linux オペレーティング システムにおいて、 SPI for SAP パフォーマ

ンス  パッケージの一部と してインス トールされるファ イルの一覧を示します。 

• バイナリ : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin 

— r3perfconfig

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ設定ツール。 

— r3perfagent

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  エージェン ト。 

dsilog ファ イルを必要とするのは、 HP Performance Agent のみです。 HP Software Embedded
Performance Component では、 dsilog ファ イルが不要で、 使用されません。
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• 設定ファイル: /var/opt/OV/conf/sapspi/[local | global] 

— r3perfagent.cfg

さまざまなパフォーマンス  モニタの設定ファイル。 このディ レク ト リは SPI for SAP Performance
エージェン トのポ リシーを初めて配布した後に SPI for SAP が作成するこ とに注意してください。

• Dsilog ファ イル: /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/data 

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...:

インス トール時は、 このディ レク ト リは空です。 こ こは SPI for SAP が、 r3perfconfig および

compdsifile.sh によって HP Performance Agent 用にコンパイルされた dsilog ファ イル

の保存に使用します。 

• テンプレート : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/template 

— R3statistics.<PERF-MONITOR>:

SPI for SAP が dsi log ファ イルのコンパイルに使用するファイル。 

— Parm.UX

Performance Agent パラ メータ  ファ イルのテンプレート  

Windows のパフォーマンス モニタ  ファイル

この項では、 Windows において、 SPI for SAP パフォーマンス  パッケージの一部と してインス トールされ

るファ イルの一覧を示します。 

• バイナリ : %OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\bin

— r3perfconfig

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ設定ツール。 

— r3perfagent

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  エージェン ト。 

— r3perfagent_service

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  エージェン ト を Microsoft Windows のサービス と して開始。 

• 設定ファイル: %OvAgentDir%\conf\sapspi\global

— r3perfagent.cfg

さまざまなSPI for SAP パフォーマンス  モニタの設定ファ イル。 このディ レク ト リは SPI for SAP
Performance エージェン ト のポ リ シーを初めて配布した後に SPI for SAP が作成する こ とに注意

して ください。

• Dsilog ファ イル: %OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\data

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...

インス トール時は、 このディ レク ト リは空です。 こ こは SPI for SAP が、 r3perfconfig.bat およ

び compdsifile.bat によって HP Performance Agent 用にコンパイルされた dsilog ファ イル

の保存に使用します。

• テンプレート : %OVDATADIR%\bin\R3PerfAgent\template

— R3statistics.<PERF-MONITOR>
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SPI for SAP が dsi log ファ イルのコンパイルに使用するファイル。 

— Parm.NT

Performance Agent パラ メータ  ファ イルのテンプレート  

パフォーマンス モニタの設定

パフォーマンス  モニタの設定を開始する前に、HP Software Embedded Performance Component の代わり

に Performance Agent が使用されているこ とを確認し、 表 12 にリ ス ト された、 ご使用のシステム環境に適

切なコマンドを使って管理ノード上の Performance Agent を停止する必要があ り ます。 

HP Performance Agent を停止後、 パフォーマンス  モニタの設定を開始できます。 HP Software Embedded
Performance Component を使用している場合は、 パフォーマンス  モニタの設定を開始する前に、 特別な手

順を実行する必要はあ り ません。

この項では、SPI for SAP を使用して、SPI for SAP がインス トールされていないリモート  マシンのパフォー

マンスのし きい値を監視する方法について説明します。 また、 パフォーマンス  モニタが定義されたスケ

ジュールに従って実行されるよ うにする、パフォーマンス  モニタのスケジューラの基礎概念についても説明

します。

• 「システム パフォーマンスのリモート監視」 (89 ページ) 

• 「パフォーマンス  モニタ  スケジューラ」 (90 ページ) 

パフォーマンス  モニタを設定するには、 次の手順を実施します。

1 SPI for SAP パフォーマンス  モニタをインス トールしたノードで、 以下のコマンドを見つけ、 以下のよ

うに入力し、 設定スク リプ ト を実行します。 

• Microsoft Windows オペレーティング システム: r3perfconfig

• UNIX および Linux オペレーティング システム: ./r3perfconfig

画面に表示される説明に従います。 「インス トールされる SAP インスタンス」 は、 ス ク リプ トによ り、

検出された SID が番号 (SapNr) と と もに リ ス ト され、 設定する  SAP NetWeaver インスタンスを選択

するよ う要求される様子を示しています。 

インストールされる SAP インスタンス

SID SapNr HostName 
------------------------

(0) AST 45 sapper
(1) DEV 50 sapper
(2) SP1 80 sapper

表 12　 Performance Agent の停止

プラッ ト フォーム コマンド

AIX /usr/lpp/perf/bin/mwa stop

HP-UX/Solaris/Linux /opt/perf/bin/mwa stop 

Microsoft Windows mwacmd stop
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Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
-------------------------------------------

適切な識別番号を入力します。 たとえば、 AST の場合は 0、 DEV の場合は 1、 SPI の場合は 2、 または

新しい SAP システムを設定する場合は 888 を入力します。 

a 指定の SAP システム ID に対して既に有効なデータ  ソースが存在する場合、 r3perfconfig は
次のよ うにそのデータ  ソースを リ ス ト し、 オプシ ョ ンを選択するよ うに要求します。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
0
Valid datasource already exists: R3_sapper_AST_45_DATA

b r3perfconfig が、必要な新しい書式に移行できる既存のデータソースを検出した場合、旧デー

タソースがリ ス ト され、 処理が尋ねられます。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
1
Found an old datasource: R3_sapper_DEV_50_DATA
Should the existing datasource be migrated <yes/no>?

プロンプ トに応答する前に、 以下のこ とに注意して ください。 

c r3perfconfig によって新しい書式に移行できない既存のデータ  ソースが検出されると  (たと え

ば、10.70 よ り前のバージ ョ ンの SPI for SAP に属している場合など)、古い無効なデータ  ソースが

リ ス ト され、 以下のよ うにオプシ ョ ンを選択するよ うに要求されます。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
2
Found an old datasource: R3_sapper_SP1_80_DATA
Existing datasource cannot be migrated

d 888 を選択して SAP SID を手動設定する場合、設定する  SAP SID に関する一連の質問に答える必

要があ り ます。 これらの質問に答えるには、 SAP 管理者と話す必要があるかもしれません。

パフ ォーマン ス  データの移行が完了する と、 dsilog フ ァ イルがコ ンパイルされ、 以下の HP
Performance Agent 設定ファイルにデータ  ソースが追加されます。

— perflbd.rc (UNIX および Linux オペレーティング システムの場合)

yes 自動的に古いデータ  ソースが新しいバージ ョ ンの SPI for SAP Performance
Agentで必要な書式に移行されます。

no 既存のデータ  ソースは変更されません。 古いデータ  ソースは、 新しいバージ ョ

ンの SPI for SAP Performance Agent では使用できません。
86 第 8 章



— perflbd.mwc (Microsoft Windows オペレーティング システムの場合)

データの移行が完了する と、 Performance Agent を再起動するよ うに r3perfconfig スク リプ トか

ら要求されます。 ただし、 Performance Agent を起動する前に、 次の手順で説明する  parm.mwc ファ

イルの更新を行ってください。 

2 Performance Agent パラ メータ  ファ イルを更新します。

Performance Agent を使用している場合は、 以下のとおりにテンプレート  ファ イル parm.NT (または

Parm.UX。 管理ノードにインス トールされているオペレーティング システムによって異な り ます) を
Performance Agent の parm ファ イルに追加します。

• UNIX および Linux オペレーティング システム: cat parm.UX >> parm

parm ファ イルは以下のディ レク ト リにあ り ます。 /var/opt/perf/parm

• Microsoft Windows オペレーティング システム: type parm.NT >> parm.mwc

parm ファ イルは以下のディ レク ト リにあ り ます。

<drive_letter>\rpmtools\data\parm.mwc

3 HPOM 管理サーバーで r3perfagent.cfg ファ イルを使用し、SPI for SAP パフォーマンス  モニタ

を設定します。 これを行わないと、 図 13 (89 ページ) で示すよ うに、 すべてのモニタがデフォルトの設

定で実行されます。 ただし、 これによ り  HPOM コンソールに多数の不要なメ ッセージが表示される可

能性があ り ます。

2 種類の設定が可能です。 

• グローバル: global_r3perfagent.cfg

すべての SAP サーバーに対する  SPI for SAP パフォーマンス  モニタの設定

• ローカル: local_r3perfagent.cfg

個々の SAP サーバーに対する  SPI for SAP ローカル パフォーマンス  モニタの設定

設定ファイル ポ リシー エディ タを使用し、以下の手順で新しい r3perfagent.cfg ファ イルを作成

(または既存のファイルを変更) します。 

4 既存の設定ファイルを変更するには、 以下の手順を行います。

a 詳細ペインでポリ シー ビューを選択し、適切な  r3perfagent.cfg ファ イルを選択して右ク リ ッ

ク した後、 以下のメニュー オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 

[すべてのタスク ] → [編集...]  

b r3perfagent.cfg ファ イルは、 図 13 (89 ページ) のよ うに表示されます。

5 新しい設定ファイルを作成するには、 以下の手順を行います。

HP Software Embedded Performance Component を使用している場合、 UNIX および Linux
オペレーティング システム用の設定ファイル名は ddflbd.rc、Microsoft Windows オペレー

ティング システム用の設定ファイル名は ddflbd.mwc です。

この手順は、 HP Software Embedded Performance Component には実行しません。

アスタ リ スク  (*) のワイルド  カードを使用する と、 parm ファ イル内の複数の SAP NetWeaver
インスタンスを表すこ とができます。

グローバル設定ファイルの設定は、 ローカル設定を持たないすべてのノードで使用されます。 
両方のファイルが存在する場合は、 ローカル設定がグローバル設定よ り優先されます。
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a HPOM コンソール ツ リーで [ポ リシー管理] → [ポ リシー グループ] を展開し、 [SPI for SAP] ポ リ

シー グループを選択して右ク リ ッ ク します。 表示されたポップアップ メ ニューから以下のオプ

シ ョ ンを選択して新しい設定ファイルを追加します。

[新規作成] → [ConfigFile]

b デフォルトの global_r3perfagent.cfg ファ イルをロード し、必要な値を変更してファイル

を保存します。 ローカル設定ファイルを作成したい場合は、 ローカル設定ファ イルの名前には、 以

下のよ うにローカル設定の対象となるコンピュータの名前を含めるこ とをお勧めします。 

<machine_name>_r3perfagent.cfg

変更したポ リシーは管理ノード  (<machine_name>) に配布し、 Performance Agent および SPI for
SAP パフォーマンス  モニタの双方を再起動して ください。 これによ り、 変更された設定がアップ

ロード され、 適用されます。 デフォルトの設定は以下のとおりです。

– すべての SPI for SAP パフォーマンス  モニタが、 すべての SAP ホス ト名、 システム、 番号お

よびク ライアン トに対して有効です。

– ポーリ ング間隔は各モニタに対して分単位で設定されます。

– Hold Connections オプシ ョ ンは無効です。

– パフォーマンス  モニタのスケジューラは、 予定よ り  10 分遅れる と メ ッセージを送信します。

– パフォーマンス  モニタのスケジューラは、 予定よ り  13 分遅れる と再起動するよ うに設定され

ます。

6 変更したポ リシーを配布します。

a 配布するポ リシーを選択し、 右ク リ ッ ク します。

b ポップアップ メニューから  [配布] メニュー オプシ ョ ンを選択します。

7 シェルで以下のコマンドを入力するか、 適切な SPI for SAP ツール グループのメニュー オプシ ョ ンを

使用して、 管理ノード上の Performance Agent を起動 (または停止、 再起動) します。 

• UNIX および Linux オペレーティング システム:

mwa [stop | start]

• Microsoft Windows オペレーティング システム:

mwacmd [stop | start]
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図 13　デフォルト  グローバル設定ファイル r3perfagent.cfg

8 管理ノードで r3perfagent コマンドを見つけ、 SPI for SAP パフォーマンス  モニタを起動 (または

停止、再起動) します。 SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  ファ イルの場所に関する詳細は、 「パフォー

マンス  モニタ  ファ イルの場所」 (82 ページ) を参照してください。 SPI for SAP パフォーマンス  モニタ

の制御は SPI for SAP ツールを使用して、 または管理ノード上でシェルに以下のコマンドを入力して行

な う こ とができます。

• UNIX および Linux オペレーティング システム:

./r3perfagent [stop | start]

• Microsoft Windows オペレーティング システム:

r3perfagent_service [-e | -s]

システム パフォーマンスのリモート監視

SPI for SAP には、 SPI for SAP パフォーマンス  モニタのスコープを拡張して、 既に HPOM 管理ノード と

して設定されている  SAP サーバーから、追加のリモート  SAP サーバー (管理ノードではない) の稼動状態を

監視できるよ うにする機能が含まれています。 

リモート  ホス トは HPOM 管理ノードではあ り ませんが、 HPOM ノード  リ ス トには存在している

必要があ り ます。 リ モート  ホス ト を HPOM ノード  リ ス トに追加しない場合、 HPOM はリモート

ホス トに関連付けられているホス ト名を解決するこ とができません。 その結果、 リモート  ホス トか

らのメ ッセージは HPOM コンソールに表示されません。
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SPI for SAP によってサポート されていないオペレーティング システムを実行している  SAP システムから

SAP パフォーマンス  メ ト リ ッ クを収集する目的などで、SPI for SAP の提供する リモート監視機能を利用で

きるよう にするには、 r3perfconfig コマンド を使用して、リ モート で監視する各 SAP システムのデータ

ソースを手動で追加し、パフォーマンス  モニタを実行しているローカルの管理ノードにある  r3perfagent.
cfg ファ イルで  (先頭のハッシュ記号 「#」 を削除するこ とによ り ) RemoteMonitoring キーワードを有

効にし ます。 「リモー ト  パフォーマンス監視を有効にする」 は、 リ モー ト 監視を有効にしたグローバル

r3perfagent.cfg ファ イルの一部を示しています。 ローカル r3perfagent.cfg ファ イルがある場

合、 そのファイルには、 ローカル設定ファイルが存在する管理ノードへの参照のみが記述されます。

リモート  パフォーマンス監視を有効にする

#------------------------------------------------------------
# Remote LocalHost RemoteHost
# Monitoring

RemoteMonitoring =sapwolf2 =sapprod1
RemoteMonitoring =sapwolf3 =sapprod2
RemoteMonitoring =sapper =sapprod3
#------------------------------------------------------------

リモート  パフォーマンス監視に関する詳細は、『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 の 「パフォーマンス  モニ

タ」 の項を参照して ください。

パフォーマンス モニタ  スケジューラ

Performance Agentは、 内部スケジューラを使用して、 パフォーマンス  モニタが目的のスケジュールに従っ

て実行されるよ うにします。 スケジューラは実行時間と完了した実行回数を追跡し、 この情報を使用してパ

フォーマンス  モニタが適切な時間に実行され、適切なパフォーマンス関連データを収集しているこ とを確認

します。 

パフォーマンス  モニタ  スケジューラに関する詳細は、『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 のパフォーマンス

モニタに関する項を参照して ください。

Performance Agent 管理

SPI for SAP パフォーマンス  モニタは、プラ ッ ト フォームやオペレーティング システムによ り異なるコマン

ド行オプシ ョ ンや、 SPI for SAP によ り インス トールされるツールによ り制御できます。 これらの ト ピッ ク

の詳細は、 以下の項を参照して ください。

• 「コマンド行オプシ ョ ン」 (90 ページ) 

• 「SPI for SAP のツール」 (91 ページ) 

コマンド行オプシ ョ ン

UNIX および Linux では r3perfagent コマンドを使って、 SPI for SAP パフォーマンス  モニタを管理で

きます。 r3perfagent コマンドでは以下のコマンド行オプシ ョ ンを使用できます。

r3perfagent [start | status | stop]
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• start - SPI for SAP パフォーマンス  モニタを起動する。

• stop - SPI for SAP パフォーマンス  モニタを停止する。

• status - SPI for SAP パフォーマンス  モニタの現在のステータスを判別する。

Microsoft Windows オペレーティ ング システムでは r3perfagent_service コマン ドで SPI for SAP
パフォーマンス  モニタを管理できます。 r3perfagent_service コマン ドでは以下のコマン ド行オプ

シ ョ ンを使用できます。 

r3perfagent_service -e -i -s -u

-e サービスを停止する。

-i  サービスを登録する。

-s  サービスを開始する。

-u  サービスの登録を解除する。 

SPI for SAP のツール

SPI for SAP ツール グループの、 たとえば SAP R/3 NT または SAP R/3 UN*X に対応する  SPI for SAP パ
フォーマンス  モニタで利用可能なツールを表 13 に示します。

Microsoft Windows の r3perfagent サービスは、 Microsoft Windows の [コン ト ロール パネル]
からアクセスできる  [サービス] ウ ィンド ウからも制御できます。

表 13　パフォーマンス モニタ  ツール

アプリケーシ ョ ン名 SAP R/3 NT　 SAP R/3 UN*X　

PerfAgt 起動 • •

PerfAgt 停止 • •

PerfAgt ステータス •
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第 9 章　Smart Plug-in for SAP の使用
Smart Plug-in for SAP のインス トールおよび設定後は、 それを使って SAP 環境の監視を開始できます。 ま
た、 SPI for SAP のポリシーおよびプログラムを一度配布する と間もな く、 HPOM コンソールに SAP に関

連する メ ッセージが表示されるよ うにな り ます。

この章では、 SPI for SAP が HPOM に統合するコンポーネン トの概要を示し、 典型的な SPI for SAP セッ

シ ョ ンの実行手順について説明します。

SAP 管理ツール

SAP R/3 管理グループには、 SAP R/3 の統計レコードを記録したり警告を有効にしたりする、管理機能用の

ツールがあ り ます。 

モニタ設定の編集と配布に関する詳細は、 『SPI for SAP オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

SAP 管理ノード用の SPI for SAP ツール

SPI for SAP は、 UNIX または Microsoft Windows オペレーティング システム上で実行する  SAP システム

をホス トする  HPOM 管理ノードの管理者用に広範囲のツールを提供しています。 SAP R/3 UN*X および SAP
R/3 NT の各ツール グループに含まれるツールのいくつかは、 SAP のネイティブ GUI を通して SAP への直接

的で状況に応じたアクセスを可能にします。たと えば、パフォーマンス警告を調査したい場合は、[Performance]
ツールを実行し、 SAP の GUI を起動して [SAP Performance Analysis] ウ ィンド ウを開きます。 

管理ノードのデータにアクセスするツールに関する詳細は、 「SAP 管理ノード上でのデータ  アクセス」 (95
ページ) を参照してください。 

Smart Plug-in for SAP ツールの使用

HPOM コンソールで、 [ツール] → [SPI for SAP] 項目を展開し、 Smart Plug-in for SAP によってイ

ンス トールされたツールとツール グループを詳細ペインに表示します。 インス トールおよびセッ ト アップ

で、 Smart Plug-in for SAP は、 以下のツール グループを HPOM コンソールに追加します。

まず、ツールの実行対象となる  SAP 管理ノードを選択して ください。 ツールは、管理ノードのオペ

レーティング システムに対応するツール グループから選択して ください (例: UNIX)。 SPI for SAP
のツールは、 HPOM 管理ノードから リモートに監視されている、 SAP システム上の SAP GUI を
起動するこ とはできません。
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• SAP R/3 管理

• SAP R/3 NT

• SAP R/3 UN*X

Smart Plug-in for SAP ツールの起動

1 起動するツールを含むツール グループを展開します。

2 起動するツールを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

[すべてのタスク ] → [ツールの起動]

3 表示されたウ ィンド ウで、 Smart Plug-in for SAP ツールを実行する  SAP ノードを選択し、 [起動...] ボ
タンをク リ ッ ク します。

[R/3 情報] は、 [ツールのステータス ] ダイアログ (図 15) の [ツールの出力] ペインに情報を表示する多くの

ツールの 1 つです。 [R/3 情報] ツールに関する詳細は、 「SAP 管理ノード上でのデータ  アクセス」 (95 ページ)
を参照して ください。 

図 14　 SAP への状況に応じたアクセス

ほとんどの SPI for SAP ツールは SAP GUI を利用するので、SAP GUI が HPOM 管理サーバー

上に加えて、 HPOM コンソールを実行するすべてのコンピュータ上で確実に利用できるよ うに

してください。 詳細については、 「SAP GUI のインス トール」 (25 ページ) を参照してください。

SPI for SAP のツールは、 SPI for SAP が HPOM 管理ノードから リモートに監視している  SAP
システム上の SAP GUI を起動するこ とはできません。
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SPI for SAP ツールの大部分は、 SAP GUI を起動して適切な SAP ト ランザクシ ョ ンを呼び出すこ とによ り

SAP への状況に応じたアクセスを可能と します。 たとえば、 図 14 (94 ページ )  は、 Syslog ツールの起動時

に表示されるウ ィンド ウで、 SAP R/3 UN*X および SAP R/3 NT の各ツール グループに存在します。

SAP 管理ノード上でのデータ  アクセス

以下の SPI for SAP ツールは、選択した管理ノードから  SAP 関連情報にすばやくアクセスできます。 [R/3 情
報] および [Java R/3 Front-end] の両ツールは、 UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システムおよび

Microsoft Windows オペレーティング システムのどちらのプラ ッ ト フォームでも使用可能で、その他のツー

ルの一部は UNIX および Linux オペレーティング システムでのみ使用できます。 

以下のリ ス トの各ツールについては、 以降の項でさ らに詳細に説明します。 

• R/3 データベースのチェッ ク

SAP データベース サーバーへの接続を確立し、 データベース接続を迅速にチェッ クする機能を提供し

ます。 複数のインスタンスがインス トールされている場合は、 データベースの存在を確認したいインス

タンスの System ID を入力するよ う要求されます。

• R/3 情報

選択したノードの SAP R/3 インスタンスに関する情報を戻します。

— ホス ト名

— SAP システム名

— SAP インスタンス名およびインスタンス番号

— 選択されたインスタンスのプロセスの一覧

[R/3 情報] ツールは、SPI for SAP のサービス検出ポリシー r3disc と同じ情報を収集して使用します。

ただし、 [R/3 情報] ツールは単に収集した情報を表示するだけで、 情報を使用してサービス  ツ リーを生

成するこ とはあ り ません。 r3disc ポ リシーおよびサービス  ビュー全般に関する詳細は、 『SPI for SAP
オンライン ヘルプ 』 を参照してください。

• Java R/3 Frontend

(HPOM 管理サーバーで実行されている ) ローカルの SAP GUI ユーティ リ ティおよびプロファ イルを使

用し、 目的の SAP システムに接続します。

• R/3 設定のステータス

選択した管理ノードに存在するすべての SAP NetWeaver システム (およびシステム毎の機能モジュー

ル) の一覧を表示します。 さ らに、 確立されている  SAP プロセスをすべて表示し、 それらの現ステータ

スを示します。

たとえば、 [R/3 情報] ツールを起動する と、 図 15 のよ うなダイアログが表示されます。 [ツールのステータ

ス] ダイアログには、 実行中のコマンド、 実行ノード、 およびコマンドの現在のステータスが表示されます。
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図 15　R/3 情報 ツールからの出力

選択した管理ノードで [R/3 設定のステータス ] ツールが起動する と、 現在のローカル SAP 設定が表示され

ます。 選択したノードにインス トールされている  SAP システム、 および各 SAP システムにインス トールさ

れている機能モジュールがすべて表示されます。 さ らに、R/3 プロセス  ステータスでは、確立された SAP プ
ロセスおよびそのプロセスの現在のステータスもすべて表示されます。
96 第 9 章



図 16　R/3 設定のステータス ツールからの出力
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SAP のメ ッセージを使った作業

HPOM コンソールのメ ッセージ ブラウザは、 ユーザーが担当するSAPサーバーのステータスに関する重要

な情報源とな り ます。 SAP の管理権限を持つユーザーと して HPOM にログオンする と、 メ ッセージ ブラウ

ザにはその他のメ ッセージに混じって、 SPI for SAP で監視している  SAP R/3 サーバーおよび Netweaver
サーバーからのメ ッセージが表示されます。

メ ッセージ ブラウザのメ ッセージを選択してダブルク リ ッ クする と、選択したメ ッセージのプロパティが表

示され、 以下のタスクが実行可能とな り ます。

• 問題の詳細な説明の表示。

• メ ッセージ関連の問題の解決手順の表示。

• メ ッセージに添付されたあらかじめ定義されたアクシ ョ ンの起動。

• 問題解決のために実行したアクシ ョ ンのドキュ メン ト化を目的と した、 メ ッセージへの注釈の追加。

• メ ッセージの受諾。 これによ り、 受諾済みメ ッセージ データベースにメ ッセージが移動されます。

以下の例は、HPOM コンソールに重大なメ ッ セージが表示されたと きに起こる一般的なイベント の流れです。 

1 アクティブ メ ッセージ ブラウザで SPI for SAP から送信された重大なメ ッセージを見つけ、 ダブルク

リ ッ ク します。 

2 [指示文] タブをク リ ッ ク し、 報告された問題の解決に役立つ操作手順が表示されているかど うかを確認

します。

3 [指示文] タブに表示された情報を読み、 理解したら、 [コマンド ] タブをク リ ッ ク し、 受信メ ッセージが

報告する問題の解決に役立つ自動アクシ ョ ンまたはオペレータ起動アクシ ョ ンを使用できるかど うかを

確認します。 多くの場合、SPI for SAP はこれらのアクシ ョ ンを使用して SAP への状況に応じたアクセ

スを確立し、 適切な SAP ト ランザクシ ョ ン ウ ィンド ウを自動的に表示します。

SPI for SAP を使用して、SPI for SAP が利用できないリモート  ホス ト上で実行されている  SAP イ
ンスタンスを監視する こ とができます。 リ モー ト  ホス ト が HPOM 管理ノードでない場合でも、

HPOM コンソールに追加する必要があ り ます。 HPOM コンソールにリモート  ホス トが追加されて

いない場合、 HPOM はリモート  ホス トに関連付けられたホス ト名を解決できないため、 リモート

ホス トからのメ ッセージをコンソールに表示できません。 

デフォルトでは、 HPOM がこのメ ッセージの [テキス ト ] プロパティ  シート を表示します。
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図 17　 メ ッセージの詳細 

4 オペレータ起動アクシ ョ ンを利用できる場合は、 [コマンド ] プロパティ  シートの [オペレータ起動]
フ ィールドで [開始] ボタンをク リ ッ ク し、 アクシ ョ ンを起動します。 アクシ ョ ンの進捗は [ステータス ]
フ ィールドで確認できます。 メ ッセージ フ ィールドで、 アクシ ョ ンは SAP GUI を起動し、 ワークロー

ド分析 ト ランザクシ ョ ン (図 18) を表示します。 

5 [Application サーバ] フ ィールドの [<サーバ名>] ボタンをク リ ッ ク し、SAP で利用可能なツールを使用

し、 問題を解決します。 

6 完了したら  SAP をログアウ ト し、 [メ ッセージの詳細] ウ ィンド ウに戻り ます。

7 [受諾] をク リ ッ ク し、 今応答したメ ッセージに対応したこ とをシステムに知らせます。 メ ッセージを受

諾する と間もな く、 そのメ ッセージは アクティブ メ ッセージ ブラウザから受諾済みメ ッセージ ブラウ

ザに移動します。
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図 18　 SAP パフォーマンス: ワークロードの分析
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第 10 章　SPI for SAP と  HP Reporter との統合
この項では、サービス  レポートのコンセプ ト を紹介し、サービス  レポート を SPI for SAP および HPOM と
連携させて使用する方法について説明します。 この項では、 サービス  レポート を使用して、 効率的かつ便利

な方法で SAP 環境を管理する点に重点を置き、 説明しています。 

サービス レポート

サービス  レポートは Web ベースのレポートです。 HP Reporter (Reporter) がデフォルトのテンプレート を

使用して作成し、Web ブラウザを使用して表示します。 Reporter を使用する と、 レポート をスケジュールど

おりに、 またはオン デマンドで表示できます。 

SPI for SAP サービス  レポー ト は HP Software Embedded Performance Component (CODA) または HP
Performance Agent から抽出されたデータを相関させます。 相関データを使用して、 短期、 中期、 長期の観

点からの IT 環境が表示され、Performance Manager が提供する詳細でリ アル タイムのグラフが付加された

レポート を生成できます。 レポート とグラフの組み合わせは、 傾向分析の強力なツールです。 たとえば、 以

下のこ とができます。

• IT システム内の潜在的なボ トルネッ クを特定するこ とで、問題が顕在化する前にアクシ ョ ンをとれるよ

うにする。

• 情報を使用して、 将来的なアップグレードの正確な予測に役立てる。

• 正確な情報を収集してサービス  レベルの測定に使用する。
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図 19　 SPI for SAP サービス レポート  

SPI for SAPレポートのアップグレード

以前のバージ ョ ンからバージ ョ ン 11.10 にアップグレードする場合は、 既存のデータおよびモニタを引続き

使用するこ とができます。

1 古い SPI for SAP レポータ統合パッケージを、Microsoft Windows 標準のアプリ ケーシ ョ ンの削除方法

で削除します。

[スタート ] → [設定] → [コン ト ロール パネル] → [アプリケーシ ョ ンの追加と削除]

2 「SPI for SAP Report のインス トール」 (103 ページ) の説明に従って、 新しい SPI for SAP Reporter 統
合をインス トールします。

この項で説明する方法で SPI for SAP Reportをアップグレードする と、 SPI for SAP によって収集

されたすべての古いレポート  データは、Reporter システムから削除されます。 しかし、データベー

ス  ツールを使用して、アップグレード処理の完了後に使用したい情報が含まれたテーブルを保存し

ておく こ とができます。 詳細は、 データベース製品に付属するマニュアルを参照して ください。
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SPI for SAP Report のインストール

この項では、 SPI for SAP と と もに供給される  SAP サービス レポートのインス トール方法を説明し、 加え

てインス トールの準備に役立つ情報を提供します。 

始める前に

SPI for SAP サービス  レポート をインス トールし、 セッ ト アップする前に、 以下のタスクを完了する必要が

あ り ます。

1 HP Software Embedded Performance Component または HP Performance Agent のいずれかが、サー

ビス  レポート を生成するすべての SAP R/3 管理ノードで起動している必要があ り ます。

2 HP Reporter が Microsoft Windows ホス ト上で使用可能になっている必要があ り ます。 

HP Reporter は HPOM 管理サーバーにインス トールするか、 全体のパフォーマンスを改善するために

サービス  レポートの生成および表示専用の個別のシステムにインス トールするこ とができます。 

3 レポート を生成するマシンで SPI for SAP R/3 Performance Agent が利用できる必要があ り ます。

4 SPI for SAP の既存のサービス レポート を編集する場合 (またはサービス レポート を新規作成する場合)、
HP Reporter をホス ト しているマシンで Crystal Reports が実行されているこ とを確認してください。 

SAP サービス レポートのインストール

SPI for SAP は、 SAP サービス  レポート を HP Reporter 製品内にスナップ インと して InstallShield を使

用してインス トールします。 つま り、SPI for SAP サービス  レポート をインス トールする前に、HP Reporter
がインス ト ールされている必要があ り ます。 SPI for SAP サービス  レポー ト のセッ ト ア ップ中に、 HP
Reporter の共通アプリ ケーシ ョ ン パスを確認または指定するよ うに要求されます。 

セッ ト  アップ プログラムは表 14 にリ ス ト されたディ レク ト リにコンポーネン ト をコピーします。 すべての

ディ レク ト リ  パスは、 Reporter 共通インス トール パスに対する相対パスです。

HP Operations Manager への HP Reporter lite のバン ドルは、 終了し ま した。 SPI for
SAP のレポート を表示するには、HP Reporter の完全バージ ョ ンをインス トールして使用

して ください。

共通アプリ ケーシ ョ ン パスは、HP Reporter がインス トールされているフォルダです。 セッ ト アッ

プ プログラムは、 このパスを自動的に検出しよ う とするので、通常はこのパスを変更しないでくだ

さい。

表 14　 SPI for SAP サービス レポートのコンポーネン トの場所

コンポーネン ト ディ レク ト リ

インス トール スク リプ ト %OvInstallDir%\newconfig\

設定ファイル

SAP レポート  テンプレート  ファ イル %OvReporter%\data\reports\SAP
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HPOM 管理サーバーに HP Reporter をインス トールするには

SPI for SAP で監視している  SAP システムのサービス  レポー ト を生成および表示するには、 先に HP
Reporter のフル バージ ョ ンをインス トールしておく必要があ り ます。 HPOM 管理サーバーまたは HPOM
管理サーバー以外の別のマシンに HP Reporter をインス トールするこ とができます。 HP Reporter のイン

ス トールに関する詳細は、 HP Reporter の製品マニュアルを参照してください。 HP Reporter のインス トー

ルおよび設定の完了後、同じマシンに SPI for SAP レポート  パッケージをインス トールして設定する必要が

あ り ます。

SPI for SAP レポート をインストールするには

この項では、 SPI for SAP サービス  レポート を既存の HP Reporter のインス トールに追加する手順につい

て説明します。 このタスクを完了する と、 SPI for SAP サービス  レポートが HP Reporter GUI に表示され

ます。 これらのサービス  レポートは、 SAP 固有のサービス  レポート を生成し、 Web ブラウザで表示するた

めに使用できます。

1 SPI for SAP サービス  レポート をインス トールするマシン上に HP Reporter がインス トールおよび設

定されているこ とを確認します。

2 HP Reporter をインス トール、設定したマシンの DVD ド ラ イブに、HP Operations Smart Plug-ins メ
ディアを挿入します。

3 次のフォルダを参照します。

SPIs\SAP SPI Reporter Package

4 次のファイルを検索して実行します。

sapspi_reporter.msi

5 指示に従ってインス トールを完了します。

HPOM 管理サーバー以外のマシンに HP Reporter をインス トールする場合は、 HP Reporter をイ

ンス トールするマシンから、 サービス  レポート を生成する  HPOM 管理ノードを参照できるよ うに

する必要があ り ます。
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図 20　 SPI for SAP Reports InstallShield ウィザード

レポート  パッケージの設定

SPI for SAP のサービス  レポート統合をセッ ト アップする と、 以下の作業が自動的に実行されます。

• 新しいレポート  グループ SAP_R3 の作成

• 新しいグループ SAP_R3 に対する新しいメ ト リ ッ ク  リ ス トの割り当て

• グループ SAP_R3 に対する新しいグループ レポートの割り当て

• グループ SAP_R3 に対する新しいシステム レポートの割り当て

レポートパッケージを設定するには

1 セッ ト アップ プロセスによ り、 「レポート  パッケージの設定」 (105 ページ) でリ ス ト されている とおり

にレポート と メ ト リ ッ クのグループが作成されたこ とを確認し、 SPI for SAP サービス  レポートのイン

ス トールが正常に完了したこ とを確認します。

2 Reporter コンソールで、 次のメニュー オプシ ョ ンを使用して [レポートパッケージの構成] ウ ィンド ウ

を表示します。

[ファイル] → [構成] → [レポートパッケージ]

インス トールされたパッケージのリ ス トに次のパッケージが含まれているこ とを確認します。

• SPI for SAP

3 HP Reporter に SAP システムを手動で追加する場合は、 [システムの追加] ウ ィンド ウで次の値を使用

します。

System host.name.com

Network SAP
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Domain "SAP" as appropriate

セッ ト アップ プロセスによって SAP NetWeaver のホス トが適切な Reporter グループ (SAP_R3) に追

加されたこ とを確認します。 セッ ト アップ プロセスは、 監視対象ホス トで検出したデータ  ソース  (SAP
NetWeaver) の種類に応じて、 ホス ト を自動的にレポート  グループに割り当てます。 

4 [OK] をク リ ッ クする と、 システムが Reporter の [詳細] ペインに表示されます。

5 Reporter GUI を使用して、SPI for SAP レポートの生成をスケジューリ ングするか、または 図 21 (106
ページ) と下記に示すオプシ ョ ンを使用して、 今すぐレポート を生成します。

[実行] → [実行] → [レポートの作成]

図 21　 SPI for SAP のレポートおよびメ ト リ ッ ク
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SPI for SAP のレポートの削除

SPI for SAP のレポート を完全に削除するには、 次の手順を指定された順序で実行します。

• 「Reporter スナップイン パッケージを削除するには」 (107 ページ) 

• 「HP Reporter システムからのバイナリの削除」 (107 ページ) 

Reporter スナップイン パッケージを削除するには

1 Reporter で次のよ うに選択します。

[ファイル] → [構成] → [レポートパッケージ]

2 [レポートパッケージの構成] ウ ィンド ウの右ペインに配置されている  [インス トール済みパッケージ] 
ウ ィンド ウから次のファイルを選択します

• SPI for SAP

3 左矢印ボタンをダブルク リ ッ ク して、選択したパッケージを [利用可能なパッケージ] ウ ィンド ウから削

除します。 選択されたパッケージが [レポートパッケージの構成] ウ ィンド ウの左ペインにある  [利用可

能なパッケージ] のリ ス トに表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク して完了します。

HP Reporter システムからのバイナリの削除

1 HP Reporter システムに移動します。

2 HP Reporter をインス トール、設定したマシンの DVD ド ラ イブに、HP Operations Smart Plug-ins メ
ディアを挿入します。

3 HP Operations Smart Plug-ins ウ ィザードを実行してプログラムを削除します。

4 [製品の削除] を選択します。

5 SAP SPI の [レポート ] を選択し、 次に画面の指示に従ってアンインス トールを完了します。
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第 11 章　 ト ラブルシューテ ィング
この項では、 SPI for SAP の ト ラブルシューテ ィ ング サービス機能について説明します。 troubleshooting
services 機能では、 HP ソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンの使用時に発生する問題の調査を開始するために必

要なすべてのシステム データおよびアプリ ケーシ ョ ン データをすばやく簡単に収集するツールが提供され

ます。

Smart Plug-in for SAP で troubleshooting servicesを使用するには、 ト ラブルシューティングに必要なデー

タの収集を手動で起動し、 収集したデータをファ イルに保存する必要があ り ます。 その後で、 収集データを

格納したファイルの内容を確認し、必要に応じて、そのファイルのコピーをサポート  エンジニアに電子メー

ルで送信できます。 

SPI for SAP には、 以下のト ラブルシューティング ツールが用意されています。

• セルフ ヒーリ ング情報

[セルフ ヒーリ ング情報] ツールは、 ト ラブルシューティングに必要なデータの収集を手動でト リガする

場合に使用します。 データ収集プロセスに関する詳細は、 「troubleshooting services への登録のための

データ収集を ト リガするには」 (110 ページ) を参照して ください。

• Version Verify

Version Verify ツールでは、 インス トールされている  SPI for SAP のベース  バージ ョ ンと、 そのシステ

ムにインス トールされている任意の SPI for SAP コンポーネン トのバージ ョ ンを比較できます。 インス

トールされているソフ ト ウェア バージ ョ ンの確認方法に関する詳細は、 「インス トール済みの製品コン

ポーネン トのバージ ョ ンを確認するには」 (111 ページ) を参照して ください。

セルフヒーリング情報ツール

このツールは、 SPI for SAP がサポートするすべての管理ノードで実行できます。 このツールの実行中は、

SPI の問題の診断用と して HP サポートに送信するデータを収集できます。

このツールは、各 Smart Plug-in とバンドルされ、 Smart Plug-in のツール グループに自動的にインス トー

ルされます。 このツールには、 ト ラブルシューティング データを収集する機能があ り ます。 ツールを実行し

てデータをファイルに保存した後、 HP サポートの指示に従ってファ イルを電子メールで送信する必要があ

り ます。

SPI - SHS インストルメンテーシ ョ ンを配布するには、 以下の手順に従います (任意)。

1 HPOM コンソールで、 ツールを実行する ノードを選択して右ク リ ッ ク します。

2 [すべてのタスク ] → [インストルメンテーシ ョ ンの配布] を選択します。

3 [SAP Instrumentation (SAP プログラム) ] および [SHS Data Collector] を選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

ツールを使用するには、 以下の手順に従います。

1 HPOM コンソールで、 [ツール] → [SPI for SAP] を選択します。
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2 セルフヒーリング情報ツールを見つけて右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク] → [ツールの起動...] を選択し

ます。

3 ツールを配布する ノードを選択し、 [起動...] をク リ ッ ク します。

4 表示される メ ッセージで、 収集したデータの保存先のファイル名と場所を確認し、 ファ イルを電子メー

ルで送信する宛先をサポートに問い合わせます。

troubleshooting services への登録のためのデータ収集を ト リガするには

1 HPOM コンソールで、 UNIX および Linux 管理対象ノード用などの、 起動するツールを含む SPI for
SAP ツール グループを展開します。

[ツール] → [SPI for SAP] → [SAP R/3 UN*X]

2 [セルフ ヒーリ ング情報] ツールを検索して右ク リ ッ ク し、ポップアップ メニューから次のオプシ ョ ンを

選択します。

[すべてのタスク ...] → [ツールの起動...]

3 表示されたウ ィンド ウで、 troubleshooting services データ収集ツールを実行する  SAP ノード  (または

ノード  グループ) を選択し、 [起動...] をク リ ッ ク します。

4 収集されたデータは、 以下のファイルに保存されます。 これらのファイルは評価のためにサポート  エン

ジニアに送信する必要があ り ます。

• UNIX および Linux オペレーティング システム:

/tmp/SPI_MYSAP_support.tar

• Microsoft Windows オペレーティング システム:

C:\WINDOWS\TEMP\SPI_MYSAP_support.zip

図 22 (110 ページ) に示すよ うに、 [ツールのステータス] ダイアログボッ クスの下部にあるツール出力ペ

インに表示される出力を監視するこ とによ り、 データ収集の進行状況を把握できます。

図 22　 troubleshooting servicesのためのデータの収集
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インストール済みの製品コンポーネン トのバージ ョ ンを確認するには

1 HPOM コンソール ツ リーで、 製品バージ ョ ン情報の確認に使用するツールを含むツール グループを展

開します。

[ツール] → [セルフ  ヒーリング]

2 Version Verify ツールを見つけて右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから以下のオプシ ョ ンを選択し

ます。

[すべてのタスク ...] → [ツールの起動...]

3 ダイアログボッ クスで、troubleshooting servicesのバージ ョ ン確認ツールを実行する  SAP ノード  (また

はノード  グループ) を選択し、 [起動...] ボタンをク リ ッ ク します。 「インス トールされたソフ ト ウェアの

バージ ョ ン確認」 (111 ページ) に示すよ うに、 ツール出力ペインに表示される出力を監視するこ とによ

り、 確認の進行状況を把握できます。

図 23　 インストールされたソフ トウェアのバージ ョ ン確認
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第 12 章　SPI for SAP のアンインストール
この項では、 SPI for SAP ソフ ト ウェアをすばやく確実にアンインス トールする方法について説明します。

SPI for SAP ソフ ト ウェアがインス トールされている  SAP 管理ノード または HPOM 管理サーバーにおい

て、 適切なタスクを実行する必要があ り ます。

管理ノードからの SPI for SAP オブジェク トの削除

R3Trans.car ファ イルに含まれる削除移送をすべての SAP ノードに適用し、 SPI for SAP が追加した全

オブジェク ト を削除します。 SAP 移送の適用に関する詳細は、 「SAP 移送ファイルの適用」 (29 ページ) を参

照して ください。

管理ノードからの SAP 管理機能の削除

SAP の管理機能を HPOM 管理ノードから割り当て解除するには、 以下の手順を行います。

1 SPI for SAP パフォーマンス  モニタをインス トールしたそれぞれの管理ノードで、 「SPI for SAP パ
フォーマンス  パッケージのアンインス トール」 (81 ページ) で説明するアンインス トール方法を実行し

ます。

2 SPI for SAP のポリシーを SAP NetWeaver 管理ノードから削除します。 

a HPOM のコンソールで次のポ リシー グループを探し、 展開します。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ] → [SPI for SAP] → [ja]

b SPI for SAP ポ リシー グループを選択して右ク リ ッ ク し、次のオプシ ョ ンを使用してポ リ シーを削

除します。

[すべてのタスク ] → [アンインストールする対象ノード ...] 

c 表示される  [Uninstall Policies from... (ポ リシーをアンインス トールする対象ノード ...) ] ウ ィンド

ウで、図 24 に示すよ うに SPI for SAP のポリシーを削除する管理ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ

ク します。
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図 24　 SPI for SAP のポリシーのアンインストール

d ポッ プアッ プ メ ニューから次のオプショ ンを実行し、コンソール ツリ ーで管理ノ ード を選択して右

ク リ ッ クするこ と で、SAP 管理ノ ード からポリ シーが実際に削除されているかどう かを確認します。

[表示] → [ポリシー インベン ト リ ]
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DVD を使用した SPI for SAP のアンインストール

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を DVD ド ラ イブに挿入します。

2 [製品の削除] を選択するこ とによって、 製品を選択するダイアログに進みます。

3 [製品の選択] ダイアログで [SAP SPI] を選択し、 [次へ] をク リ ッ ク します。
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図 25　 InstallShield Wizard の削除ダイアログボックス

4 [削除] をク リ ッ ク して、 SAP SPI をアンインス トールします。

5 HPOM コンソールで、 削除に漏れた SPI for SAP GUI コンポーネン ト を手動で削除します。 以下にそ

の例を挙げます。

• ユーザーが追加した ConfigFile ポ リシーをすべて削除します。

• ユーザーが作成した任意のポリシー グループを削除します。

インス トールした製品コンポーネン トの 初のページには SPI for SAP が表示されません。 [次
へ] をク リ ッ ク し、図 25 (116 ページ) に示すよ うに、削除するコンポーネン トの一覧をスクロー

ルして表示します。
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Windows の [コン ト ロール パネル] を使用した SPI for SAP の
アンインストール

1 Windows の [コン ト ロール パネル] で、 [プログラムの追加と削除] ツールを使用して削除プロセスを開

始し、 インス トールされたプログラムのリ ス トから  HP Operations Smart Plug-ins を選択して [変更]
をク リ ッ ク します。

2 表示される  [HP Operations Smart Plug-ins  InstallShield ウ ィザード ] で [次へ] をク リ ッ ク し、表示さ

れる指示を読みます。

3 も う一度 [次へ] をク リ ッ ク して、 HP Operations プログラムのインス トールや削除に使用する  [プログ

ラムの保守] ダイアログを開きます。

4 [製品の削除] オプシ ョ ンをチェッ ク し、 [次へ] をク リ ッ ク して、 削除する製品の選択を促すダイアログ

を開きます。
SPI for SAP のアンインストール 117



118 第 12 章



A　 SPI for SAP での、 特権を持たない Windows 
ユーザーの使用
デフォルトでは、 SAP ノードを管理サーバーに追加する際に、 SPI for SAP ツールおよびポ リ シーは、 HP
Operations Manager (HPOM) で設定した $AGENT_USER アカウン ト で実行されます。  特権を持たない

ユーザーの使用をサポート するバージョ ンの HP Operations エージェント を使用する場合、$AGENT_USER
は管理者ユーザーでなくてもかまいません。 

SPI for SAP で特権を持たない Windows ユーザーを使用するには、 以下のよ うに操作します。

1 管理ノードに HP Operations エージェン ト をインス トールします。 詳細については、 HPOM オンライ

ン ヘルプの、 「エージェン トの手動インス トール」 または 「エージェン トの リモート  インス トール」 の

項を参照して ください。

2 デフォルトのエージェン ト  ユーザー (ローカル システム) を、 特権のないユーザーに変更します。  詳細

については、 HPOM オンラインヘルプの 「Windows ノードの HTTPS エージェン トのユーザー変更」

の項を参照して ください。

その他の要件

SPI for SAP で $AGENT_USER と して非特権ユーザーを使用する場合、 次のポ リシーとツールには、 追加

権限を持つユーザーの認証情報を与える必要があ り ます。

• PerfAgt 起動および PerfAgt 停止ツール: これらのツールには、SPI for SAP R/3 Performance Agent サー

ビスの開始および停止の権限を与える必要があり ます。 代わり に、$AGENT_USER と して使用する非特

権ユーザーに、SPI for SAP R/3 Performance Agent サービスの開始と停止を許可するこ と もできます。

• パフ ォーマ ン ス パ ッ ケージのイ ン ス ト ール (Windows) およびパフ ォ ーマ ン ス パ ッ ケージ削除

(Windows) ツール:  [パフォーマンス  パッケージのインス トール (Windows) ] および [パフォーマンス

パッケージ削除 (Windows) ] は、 どちらも管理者権限を持つユーザーと して使用する必要があ り ます。
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